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午前１０時００分 開議

定足数に達しており○議長（馬場騎一君）

ますので、２日目の本会議を開きます。

議事に入る前に、去る８日設置されました

予算審査特別委員会及び条例等審査特別委員

会の２特別委員会の委員長、副委員長の互選

の結果を報告します。

予算審査特別委員会委員長小比類巻正規委

員、副委員長附田一委員、条例等審査特別委

員会委員長堀光雄委員、副委員長西村盛男委

員と、それぞれ決しました。

本日の議事は、お手元に配付しております

議事日程第２号をもって進めます。

─────────────────

◎日程第１ 議案第５８号

日程第１ 議案第５○議長（馬場騎一君）

８号を上程します。

この議案は、本日、執行部より追加議案と

して提出されたものです。

─────────────────

◎日程第２ 提案理由の説明

日程第２ 提案理由○議長（馬場騎一君）

の説明を願います。

市長。

おはようございま○市長（種市一正君）

す。

本日、追加提案いたします議案について御

説明申し上げます。

この議案は、国の補正予算に関する地域活

性化・経済危機対策臨時交付金及び緊急雇用

創出事業費補助金関連事業にかかわる補正

で、議案第５８号平成２１年度三沢市一般会

計補正予算（第２号）であります。

まず、歳出では、総務費として、市の行政

文書の記録及び保管等を行う三沢市行政史文

書データベース化業務委託料に５２５万円

を、また、ＮＰＯ及びボランティア団体等に

対する補助として、協働のまちづくり市民提

案事業費補助金に５００万円を、市内各町内

会の活性化を図る各種事業に対する補助とし

て、町内会活性化事業費補助金に２,２４４

万２,０００円を、テレビ共同受信施設の地

上デジタル放送に対応するための地域情報通

信基盤整備推進事業費として１,０００万円

を、それぞれ予算措置いたしました。

次に、民生費では、三沢市社会福祉協議会

に対し、移送車両の購入費を補助する高齢化

等移送サービス事業費として５００万円を、

高齢者体力づくり支援士の養成及び身体機能

低下予防用器機等の購入に要する経費として

２７９万３,０００円を、老人福祉センター

の雨漏り等を解消する整備事業費として１,

７５１万１,０００円を、また、好評の地産

地消でわんぱく家族米支給事業につきまして

は、このたび、１８歳以下のお子さんが３人

以上いる御家庭に対し、米４５キログラムを

支給する経費として９１２万円を、それぞれ

予算措置いたしましております。

農林水産業費では、(仮称)地産地消フェア

運営費として、実行委員会の補助金１,００

０万円を、ビードルビーチ周辺広場の張り芝

等を行う海水浴場周辺広場環境整備事業費と

して１,６８９万１,０００円を予算措置いた

しております。

また、商工費では、好評でありましたプレ

ミアム商品券発行事業費補助金として４,５

００万円を、市民の森やすらぎ荘の非常用放

送設備等改修工事費として５４２万８,００

０円を予算措置いたしております。

土木費では、市道小規模維持補修工事費と

して２,５００万円を、また、公園内の樹木

及び街路樹等の剪定など、環境美化推進事業

に４６２万２,０００円を予算措置いたして

おります。

消防費では、市内６町内会の自主防災会に

対し、防災資機材を整備する事業費補助金と

して８００万円を予算措置しております。

教育費では、小学校の新学習指導要領に対

応した図書を整備するための経費として１３

０万円を、木崎野小学校のクラブ室改築事業

費として２,１５６万３,０００円を、また、

中学校の図書整備事業として２２０万円を、

老朽化した三沢アイスアリーナの冷凍機エン

ジン等機械改修等事業費として８７１万円
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を、それぞれ予算措置いたしております。

歳入の国庫補助金は、地域活性化・経済危

機対策臨時交付金といたしまして１億８,６

６１万１,０００円を増額するものでありま

す。

また、県支出金につきましても、緊急雇用

創出事業費補助金として２,６７６万３,００

０円を増額するものであります。

繰越金につきましては、前年度繰り越し見

込み額のうち１,６８２万６,０００円を増額

いたしております。

この結果、補正総額は、歳入歳出ともに２

億３,０２０万円の増額補正で、既定額との

累計では１８７億８,４６０万円となり、前

年度最終予算額との比較では、１８億２,１

６９万２,０００円、率にしますと８.８％の

減となったところであります。

以上、よろしく御審議のほどをお願い申し

上げます。

─────────────────

◎日程第３ 議案の説明

お諮りします。○議長（馬場騎一君）

ただいま上程しました議案に対する当局の

議案説明は、会議規則第３７条第２項の規定

により、省略したいと思います。これに御異

議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（馬場騎一君）

す。

よって、議案の説明は、省略します。

─────────────────

◎日程第４ 質 疑

日程第４ 上程しま○議長（馬場騎一君）

した議案に対して質疑を行いますが、この

後、１５日、１６日と特別委員会も予定して

おりますので、大綱的なものに絞って質疑を

お願いします。質疑ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

ないようですので、○議長（馬場騎一君）

この議案に対する質疑を終わります。

─────────────────

◎日程第５ 議案の付託

日程第５ 議案の付○議長（馬場騎一君）

託を行います。

お諮りします。

ただいま上程しました議案の審議に当たり

ましては、去る８日設置されました予算審査

特別委員会に付託の上、慎重に行いたいと思

います。これに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（馬場騎一君）

す。

よって、議案第５８号は、予算審査特別委

員会に付託することに決しました。

─────────────────

◎日程第６ 市政に対する一般質問

日程第６ 市政に対○議長（馬場騎一君）

する一般質問を行います。

お手元に配付しております一般質問一覧表

のとおり進めます。

１２番野坂篤司議員の登壇を願います。

おはようございま○１２番（野坂篤司君）

す。市民クラブの野坂篤司が、通告に従いま

して一般質問をさせていただきます。

私は、２４歳のときから道徳という学問に

縁をいただき、余り熱心ではありませんが、

時折々に勉強させていただいたのでありま

す。そんな中で、こんな例え話があります。

道徳のない経済は罪悪であり、経済のない道

徳は寝言である。道徳、つまり、人間学や仁

徳のことであり、経済は、つまり、経営の数

字、経営の方法論のことであります。

道徳と経済は、両方５０％ずつバランスが

とれるように努力することが一番大切であ

り、どちらが強くなっても、長続きも成功も

しないと教わりました。数字優先のアメリカ

経済、リーマンブラザーズの問題などは、そ

の例であります。

その言葉を例えて言えば、平和政策のない

軍備は罪悪であり、軍備のない平和政策は寝

言である。エネルギー政策のない原子力利用

は罪悪であり、原子力利用のないエネルギー

政策は寝言であると言いかえることができま

す。
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今回は、そのことを踏まえながら、はじめ

に、原子力産業問題について伺います。

人間がエネルギーを利用した歴史を見る

と、水車など水を利用し、火を利用し、蒸気

を利用し、発電所をつくり電気を利用いたし

ました。

現在は、電気がエネルギーの大部分を占め

ております。電気なければただの箱と言われ

るように、電気がなければ世界がとまってし

まうほど、電気が人間社会の生命線を担って

いることは、だれでも知っている事実であり

ます。

しかし、これまでのエネルギーは、木材、

石炭、ガス、石油などの化石燃料で大部分を

賄っていました。特に、電気の発電電力量

は、１９７３年の統計を見ると、化石燃料８

０％、水力１７％、原子力３％で、３１年経

過した２００４年の統計で見ると、化石燃料

５５％、水力１０％、ようやく原子力発電が

３４％になりました。

驚くことに、太陽光や風力発電などの新エ

ネルギーは０.２％にしかなっていません。

まだまだ代替エネルギーが確立されていない

のであります。しかも、私たちが住んでいる

宇宙船地球号は、ＣＯ 問題で環境破壊が進２

んでいます。

幸いにも原子力発電は、温室効果ガス排出

量が少なく、これからの発電は原子力発電に

大いに期待するものであります。最近の新聞

にも、原子力発電所を持たない新興国など４

３の国が、新たに原子力発電所の導入を計画

していることが報道されていました。

トヨタに代表される日本の自動車産業も、

電気自動車に大きくかじを切っています。住

宅産業も、オール電化を推奨しています。こ

のことを考えると、電気の需要が増大するこ

とがあっても、減少することは考えられませ

ん。

原子力発電所は、環境問題先進国日本にお

ける有望な輸出産業と期待されている現在、

世界でも有数のエネルギーサイクル拠点とな

る青森県における三沢市のかかわり方につい

て、どのように考えているのか、３点につい

て伺います。

１点目として、原子力産業関連に対する市

長の考え方について伺います。

平成元年９月に、六ヶ所村を中心に隣々接

１６市町村長で、財団法人むつ小川原産業活

性化センターが設立されました。今は１２市

町村でありますが。当時の趣意書を見ると、

原子力燃料サイクル事業むつ小川原開発の一

環として位置づけ、地域の特性を生かした産

業の振興を図る云々と書かれております。

私は、その１６市町村の下部組織の市町村

代表でつくる町おこしグループ・アムネット

１６の会長をさせていただいておりました。

当時は私も若者でした。町おこしグループ・

アムネット１６は、人材育成という点では大

いに成果が出たと自負しております。その１

６人の会員の中から、町長１人、市町村議会

議員５人、教育長２人を輩出していることか

ら見ても明らかであります。

その活性化センターが、当市三沢に事務所

があり、三沢が中心で、設立当初から三沢市

長が理事長をされています。２０年経過した

現在、市長は、むつ小川原活性化センター理

事長として、三沢市の立場からどのように

リーダーシップを発揮されたのか、伺いま

す。

２点目として、三沢市における高度研究者

の定住化について伺います。

原子力産業関連施設が集積し、公的機関を

含め、原子力産業に携わる多くの高度研究者

・技術者が三沢市に在住していると思いま

す。その方々から、住みよい三沢、教育につ

いての三沢、安心の三沢などの意見を聴取で

きるシステムを構築し、さらにその方々を頭

脳資産としてとらえ、研究者の方々が三沢市

の教育、文化活動に積極的にかかわるシステ

ムをつくることが、研究者・技術者の三沢市

定住化促進につながるものと思いますが、市

長の考え方を伺います。

３点目として、原子力産業に対する人脈の

構築について伺います。
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東北大学、八戸工業大学による高レベル放

射性廃棄物の資源としての活用研究施設開設

や、東北大学による大学院の開校が六ヶ所村

に現実化される中、三沢市がややもすると蚊

帳の外に置かれている感じがします。

情報と書いて、情けに報いると読むことが

できます。つまり、情報とは、人と人とのか

かわりが出てくるわけです。三沢市には情報

力が余りありません。情報の源は人脈です。

人脈は金脈とも言います。人脈のないところ

には情報が入りません。

三沢市役所には、今一番大切な原子力関連

に対する産業的・学術的な専門家、人脈が極

めて少ないと思います。原子力産業関連の人

脈を確保することは、三沢市の１０年後、２

０年後の未来を左右するほどの大きな問題だ

と確信しております。今こそ早急に原子力関

連の知識の豊富な方や、その道に精通した方

などを採用しなければならないと考えます

が、市長の考え方を伺います。

２番目であります。次に、生活対策問題に

ついて質問いたします。

このたび、麻生総理大臣が打ち出した平成

２０年度補正予算総額７５兆円の対策を三段

ロケットに例えて、第１次補正予算１１.５

兆円、安心実現のための緊急総合対策、第２

次補正予算２７兆円、生活対策、この中の地

域活性化・生活対策臨時交付金６,０００億

円のうちから三沢市に１億４,２４８万円が

交付されました。

それを利用した４,５００万円の地域商品

券、この発行事業は大変好評でした。２億

４,０００万円の経済効果があったとされ、

景気対策に有効な政策であると評価したいと

思います。さらに、地産地消わんぱく家族米

支給事業２５５万６,０００円も、大変評判

がよいのであります。しかし、残りの９,４

９３万円は、農林水産産業や観光推進事業な

どに使われることになっておりますが、経済

効果の程度が公表されていません。

そこで、１億４,２４８万円の経済効果に

ついてどのように予測しているのか、伺いた

いと思います。

最後であります。３点目の質問は、企業誘

致問題であります。

全国的に、企業のコマーシャルベースによ

る公園の中につくる工場、テーマパークの工

場が注目されております。この流れは、自然

と共生する環境に優しい工場を建設すること

により、社員の働く環境を整え、労働生産意

欲を高め、永続性を追求する目的があるから

であります。

私が最も尊敬する企業経営者である伊那食

品株式会社──長野県にあります──塚越寛

氏は、いい会社をつくりましょうと提案し、

かんてんぱぱガーデンをつくり、年間３０万

人の人が来場する公園みたいな工場をつくっ

た人であります。私も現実に行ってまいりま

した。

北海道にも花畑農場７万坪や、白い恋人な

どのテーマパークがあります。近いところで

は、岩手県に全国的に認知度の高い小岩井農

場もあります。

当市にも、自然環境に恵まれた２０ヘク

タール、約６万坪という日本有数の広さを持

つ道の駅・斗南藩記念観光村があります。こ

の地を活用できる酪農を中心とした企業を誘

致できれば、ハムやチーズ、牛乳、生クリー

ム、生キャラメルなどの工場と売店があるよ

うな楽しい道の駅になると想像してみまし

た。そのことが、本来、広沢安任の目指した

牧場・開牧社の目的であり、英国から来たマ

キノンとルセーの夢であったと思うのであり

ます。

明治５年、谷地頭に近代洋式牧場を日本で

はじめて開牧した広沢安任の夢が、１４０年

後に花開くことになるのでありますから、三

沢市にとって十分価値のある政策であると思

います。

全国農業協同組合連合会の元会長である種

市市長の人脈を駆使し、森永製菓や明治、グ

リコ、メグミルクなどのメーカーに呼びか

け、道の駅の活性化の切り札として積極的に

企業誘致すべきだと思いますが、そのような
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考えがあるかを伺いたいと思います。

以上で、私の質問を終わります。ありがと

うございました。

ただいまの１２番野○議長（馬場騎一君）

坂篤司議員の質問に対する執行部の答弁を求

めます。

市長。

ただいまの野坂議員○市長（種市一正君）

さんの御質問のうち、むつ小川原産業活性化

センターについては私から、その他について

は副市長ほか関係部長等に答弁させますの

で、御了承願いたいと思います。

財団法人むつ小川原産業活性化センター

は、地域の特性を生かした産業の振興、育成

を図り、活力ある豊かな地域社会の形成と基

盤強化に貢献し、地域住民の生活向上と福祉

増進に寄与することを目的として、六ヶ所村

及び六ヶ所村に隣接または隣々接する市町村

によって平成元年に設立されたわけでありま

す。

現在は、市町村の合併によりまして、１２

の市町村により構成をされておりまして、む

つ小川原地域の広域的な視点に立ったまちづ

くりを推進しているところであります。

具体的な事業といたしましては、地域振興

における各市町村の課題を整理し、特色ある

個性的な取り組みを進めるための調査事業、

それから、観光資源として余り知られていな

い情報を掘り起こし、一般に紹介する情報

サービス事業など、独自の事業を展開してい

るところであります。

また、構成市町村がそれぞれ行う菜の花ま

つりとか、あるいは鮭まつりなどの地域イベ

ントを支援し、内容の充実を図るとともに、

広域的な事業として意義ある東北新幹線(仮

称)七戸駅開業によるＰＲ事業や、あるいは

当市に関係ある三沢空港の利用促進にかかわ

るチャーター便就航事業など、広域的連携と

機能分担の考えに基づきまして、事業を支援

し、地域振興や産業の活性化を図っていると

ころであります。

センターの運営につきましては、構成する

１２市町村の協議によりまして、事業の展開

が図られているところでございますけれど

も、今後におきましても、構成市町村や関係

団体等の意見の取りまとめはもとより、新た

な事業や柔軟な予算編成など、地域の実情に

即した効率的な事業展開を提案し、多様化す

る住民ニーズに的確に対応してまいりたいと

考えております。

私からは、以上であります。よろしくお願

いします。

副市長。○議長（馬場騎一君）

議員さん御質問の○副市長（大塚和則君）

原子力産業問題の第２点目及び第３点目につ

いて、あわせてお答えをいたします。

原子力産業は、幅広い分野において高度な

知識と技術を求められる産業であることか

ら、六ヶ所村の原子燃料サイクル施設には、

原子力、電気、機械などの分野から法律、経

済に至るまで、各分野における多くの専門家

が勤務しておりますが、その居住地につきま

しては、六ヶ所村のほか、当市を含めまして

周辺地域に及んでいるところでございます。

こうした中にあって、専門知識を持った方

など、多くの方々が当市へ定住していただく

よう、当市の特色を生かしたまちづくりの一

環として整備を進めております(仮称)アメリ

カ村や新病院の建設など、生活面での利便性

の向上を図るとともに、英語特区や国際交流

教育センターでの各種講座の開設による文化

・教育面の充実など、総合的な居住環境の整

備を進めているほか、さらには、高等教育機

関の設置も目指しているところでございま

す。

今後におきましても、幅広く市民の皆様の

御意見を伺うとともに、必要に応じて各分野

の専門家の方々からの御意見も積極的に取り

入れるなど、定住化に向けた魅力あるまちづ

くりを進めてまいりたいと考えております。

次に、原子力関連知識の専門家の採用につ

きましては、当市の進める協働のまちづくり

推進の観点からも、身近にいる専門的知識を

有する方々から、経済、産業、環境分野な
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ど、必要に応じて専門的視点からアドバイス

をいただくことや、教育現場において指導を

お願いするなどを通じて、その専門知識を協

働のまちづくりや行政運営の推進に役立てる

ような体制について検討してまいりたいとい

うふうに考えております。

いずれにいたしましても、こうした専門知

識を持った人材・人脈の活用など、むつ小川

原開発からもたらされるさまざまな波及効果

を十分に活用し、当市のまちづくりにつなげ

てまいりたいと、このように考えておりま

す。

以上でございます。

政策財政部長。○議長（馬場騎一君）

地域活性化○政策財政部長（澤口正義君）

・生活対策臨時交付金についての御質問にお

答え申し上げます。

地域活性化等に資するきめ細やかなインフ

ラ整備などを進め、国民の生活不安を解消す

るため、国の平成２０年度第２次補正予算に

おいて創設された本交付金につきましては、

三沢市に対して総額１億４,２４８万円の交

付額が示されまして、合計１９事業、事業費

では総額約１億７,１００万円となる事業計

画の認定を国から受けまして、本年３月の本

議会定例会において、交付金に係る補正予算

案に対しまして御議決をいただいたところで

あります。

その中でも、議員さんのお話にもございま

したように、地域商品券発行事業につきまし

ては、１セット１万円の商品券に２,０００

円分のプレミアムをつけて販売したものであ

りますが、事業主体である三沢市商工会に対

して、２,０００円のプレミアム分と諸経費

を含めた事業費の４,５００万円全額に、こ

の交付金を充当して補助したものでありま

す。

５月末現在で、販売された商品券の約４割

がまだ消費されておりませんが、結果として

４,５００万円の公的支出によりまして、計

２万セット、総額で２億４,０００万円分の

地域商品券が期間限定で流通することにより

まして、三沢地区外への消費流出を防止し、

地元の消費需要を喚起するなど、一定の経済

効果があるものと考えております。

また、地産地消では、わんぱく家族米支給

事業として、約２５０万円の予算により、１

８歳以下の子供が４人以上いる世帯、１１２

世帯に対しまして、地元産の米１俵分をお配

りすることといたしたところでありますが、

昨今の経済情勢の中にありまして、対象世帯

の方々には大変喜ばれるとともに、全国の自

治体からも大きな注目を集めてまいりまし

た。

そのほかの交付金を活用した事業といたし

ましては、肥料高騰による農業者の経費負担

の軽減を図るため、肥料高騰対策事業費補助

金として１,０００万円、新型インフルエン

ザ対策事業として、感染症防止対策キット等

の整備に約１,４００万円、市民の居住環境

を改善するため、市営住宅修繕事業として約

１,２００万円など、合わせて総額約１億７,

１００万円規模の臨時的事業を実施すること

としたところであります。

これらの事業は、前年度末３月に決定をさ

れましたことから、多くの事業は繰り越し事

業として今後着手されることに加えまして、

地域商品券以外の事業には、市民の福祉向上

や公共施設の安全対策など、さまざまな目的

の事業が多く含まれますことから、お尋ねの

交付金総額としての経済効果額を算定するに

は困難でありますが、いずれにいたしまして

も、交付金の活用によりまして、地域経済の

活性化や市民の生活対策に対して一定の効果

があるものと考えているところであります。

私からは、以上であります。

経済部長。○議長（馬場騎一君）

議員さん御質問○経済部長（桑嶋豊士君）

の３点目、企業誘致問題についてお答えをい

たします。

道の駅みさわ・斗南藩記念観光村は、平成

１２年度に六十九種草堂、先人記念館、芝生

広場など約１１ヘクタールを有する道の駅と

して国から登録を受け、さらに、平成１８年
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度には駐車場の増設や総合案内施設・くれ馬

ぱーくの建設など約９ヘクタールの拡張を行

い、総面積約２０ヘクタールの敷地面積は、

全国で１０番目前後の規模であると言われて

おります。

一昨年の７月に、道の駅みさわとして新た

にオープンして以来、昨年度は、ちびっ子春

まつりやファームフェスタｉｎ斗南収穫祭、

斗南ウィンター・ファンタジーなどのイベン

トを展開し、地域住民はもとより、周辺市町

村にも広く道の駅みさわをＰＲしてまいりま

した。

その結果として、拡張前には年間１４万人

程度であった来園者が、昨年度は２０万人を

超える方々が来園をしております。

また、現在拡張された総合案内所北側の敷

地において、市民や来園者に向けたイチゴの

作付や乗馬教室など、体験型の遊び、あるい

は本年８月に開催されるファームフェスタに

向けて、ジャガイモ掘りの体験ができるよう

な、そういった準備をしているところでござ

います。

さて、議員さん御質問の企業誘致につきま

して、道の駅みさわの将来を見据えた貴重な

御提言であると認識をしております。道の駅

みさわ周辺は、有数の野菜生産地帯であり、

また、畜産業も盛んに行われており、三沢ブ

ランドとなり得る資源が多くございます。

これらの資源を活用した、例えば乳搾りと

かヨーグルトづくりなど、道の駅みさわが体

験型の施設の機能を持つことができれば、三

沢市の観光振興にとりまして大きな効果をも

たらすものと推測をされます。

市といたしましても、食の安全や地産地消

などの観点から、三沢市が全国に誇れるこれ

らの資源を最大限活用した施設の必要性につ

いて強く認識をしているところでございま

す。このようなことから、道の駅みさわを含

めた市全体の中で、企業誘致も視野に入れな

がら、実現に向け、今後、努力してまいりた

いと思います。

以上であります。

１２番。○議長（馬場騎一君）

再質問をさせてい○１２番（野坂篤司君）

ただきます。

まず先に、原子力産業問題の２番目であり

ますが、先ほど説明いただきましたけれど

も、私のこの質問の一番の趣旨であります

が、私もそういう関連に働いている友人を

持っております。その方々から聞くのは、何

人かいますけれども、三沢市に住んでいて何

が一番うれしいか、ああいう方たちは、それ

なりのレベルの方々であります。三沢市に役

に立ちたいと思っているのです。もっと私た

ちを役に立ててくれよと、どうも入り方がわ

からない。

例えば、５０周年記念で、私も合唱団に入

りました。あの中に五、六人の人が入ってい

ました。その方は、そのまま男声合唱団に半

分ぐらいの人が入ったと聞いております。ペ

ンクラブにも入っていらっしゃいます。そう

いう文化活動などもしております。

しかし、三沢市のまちづくりに関してどう

だとか、もっともっと入りたいと。別に住宅

を安くしろとか、そういうものではないと。

もちろん、環境のものでもあるのですが、頭

脳的なもの、いわゆるそういったものに参画

をしたいと。学校に行ったらこんなことを教

えたいとか、そういう部分の、非常に三沢が

好きだという人がいるのです。ずっと住みた

い。子供の教育にもかなり熱心であります。

ですから、先ほど答弁いただきましたが、

確かに学校のインフラとか、そういったもの

はすごく大事ですが、私が思うには、自衛隊

の方々が、当時、私が小学校６年生あたりか

ら、多く入ってきたことがあります。結果と

して定住しているのです。

これから、原子力関連の方々が定住するの

です。定住するのだけれども、せっかくの頭

脳資産です。大いに参画させて、利用という

言葉はよくないかもしれませんが、もっと

もっと門戸を広げて、いろいろな審議会に入

れてほしいというのが彼らの願いなのです。

そうすると、役に立ち、生きがいにつながっ
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てくるわけですから。ぜひそういう窓口をき

ちっとつくっていただきたい。そういうこと

の考え方をもう一度答えていただきたいと思

います。

２点目であります。人脈であります。

そのこともいつも言われております。政策

的な中で、六ヶ所しかつくってはいけないの

かどうかわかりませんが、東北大学だ何だか

んだと、六ヶ所にだけ行っています。そうい

うのを指をくわえて見ているというのは、ど

うもおかしいなと。

この三沢市の市役所の中に、ＯＢでもいい

のです、７０歳でもいいのです、８０歳でも

いいのです、いわゆる博士号を取った人たち

が何人かいるわけです。そういう方々が人脈

として三沢に住んでいる事実もあります。そ

ういう方が市役所の、いわゆる嘱託みたいな

形で、顧問として、１週間に２回ぐらい出

て、今こういう情報ありますよと、今、六ヶ

所村でこんな企業が出ていますよと、今言う

と三沢に分室ができるかもしれませんよとい

うような情報が身近にあったほうが、三沢市

が必要で聞きに行くというのと全然違うので

す。こっちのほうが、専門家が教えるという

のと、知らない人が、ようやっと聞いてから

聞きに行くというのは、天と地ほどの違いな

のです。

ですから、私はそんなに、金額が云々では

ないのです。あの人たちは役に立ちたいとい

う気持ちがある。ぜひ嘱託もしくは顧問、相

談役、そういった年間契約をするぐらいの、

そういう人の人脈をぜひ考えていただきた

い。再度これに対してお答えいただきたいと

思います。

三つ目です。

この斗南藩記念観光村、実はなぜ私がこう

いう質問をしたかと申しますと、ある日に、

十和田の道の駅と、七戸の道の駅と、上北町

の道の駅を回ったことがあります。三沢の道

の駅に行ったときに、非常に静かでいい環境

でした。静かで環境がいいというのは、公園

としては大変いいのですが、極めて問題であ

りました。

そのときに思い出したのが、かんてんぱぱ

ガーデンでありました。非常にいい環境の中

で、工場が入っていました。確かに指定管理

者の問題もあるかもしれません。だがしか

し、あいているところがあるのです。常時１

００人ぐらいが工場をやっていて、その中に

──伊豆沼に行ったときも、そういうところ

がありました。これからは、工場も、そうい

う環境を重視したところに工場は進出するの

です。ただの広場に工場は進出しません。

今、三沢にはこういういい環境があります

よ、ぜひ一緒にやりましょうよと。

これは将来の話ではありますけれども、

今、５年、１０年というのはすぐなのです。

自分の話をしてあれですが、実は、私が商工

会青年部の部長のときに、アメリカ２００年

祭をゲート前でバザーをやったのが始まりで

す。今、３０年もたってアメリカ村ができた

ではないですか。やっぱりそういったこと、

まずアドバルーンを上げていただきたい。

そのことを、ぜひ市長に、人脈を駆使して

いただきたいなと。私もたまたま、そういう

部分では、森永製菓とは今もつき合いがあり

ますけれども、そういう部分で、そういう工

場が今から、５年、１０年かかると思います

が、そういうことを、もう一度答弁をお願い

したいと思います。

この三つです。再質問であります。

市長。○議長（馬場騎一君）

名指しでありますの○市長（種市一正君）

で、お答えをしたいと思います。

先ほどもそれぞれ答弁させましたけれど

も、いきなり云々というようなことではなく

て、いろいろな協議会とかさまざまあります

ので、それらに籍を置いてもらって、いわゆ

る持っている力を発揮できるようなというこ

とでお答えをしたと思いますが、非常に我々

がおぼつかない高度な技術なり知識があるわ

けでありますので、学校教育とかさまざまな

面で、どういう形で参画をしてもらうかとい

うようなことも含めて、検討してまいりたい
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と思います。

それから、斗南藩の問題でありますが、野

坂議員が言うとおり、いろいろな展望がある

と思います。特に、自然に囲まれたそういう

場所でありますから、それにふさわしいよう

な、先ほども答弁がありましたが、酪農の問

題、チーズをつくるとか、あるいはそれらに

関するものをつくる、それを売っていく。

さらには、ちょっと考えられますことは、

いろいろな業種の方々と相談して、いわゆる

植物園とか、そういうものももし来ていただ

ければ、総体的なそういう方向を目指せば、

人が集まればマーケットが始まりますので、

そのようなこともいろいろ議論させていただ

きたいと思います。

以上であります。

副市長。○議長（馬場騎一君）

先ほど市長のほう○副市長（大塚和則君）

から再質問の答弁をいたしましたが、私のほ

うからは、そういう人脈という観点の質問が

あったと思いますが、それについてお答えを

いたします。

議員さんおっしゃるように、非常にすばら

しい方が三沢市に在住をしていらっしゃる。

そういう方をぜひいろいろな形で活用された

らどうかというようなお話だと思うのです

が、それぞれ、今後、どういう活用の仕方が

あるのか、そこら辺を含めながら、そういう

人脈の活用について検討したいというふうに

考えております。

以上でございます。

１２番。○議長（馬場騎一君）

先ほどの中で答弁○１２番（野坂篤司君）

漏れといいますか、嘱託とかＯＢとか、そう

いう採用に関してはどのように考えている

か、これはまだお答えいただいていないと思

うのですが、お願いいたします。

副市長。○議長（馬場騎一君）

再々質問にお答え○副市長（大塚和則君）

をいたします。

先ほどどういう形の活用というか、市でそ

ういう者を生かしていく職があるのかを含め

て検討させていただきたいというふうにお答

えをいたしましたので。方法論としては、嘱

託とかですね。それから、ただ、さまざまな

方がいらっしゃいますので、どういう活用の

仕方があるのか、そこを含めながら検討した

いなというふうに思っております。

以上でございます。

以上で、１２番野坂○議長（馬場騎一君）

篤司議員の質問を終わります。

それでは、一般質問を次に移ります。

８番太田博之議員の登壇を願います。

おはようございま○８番（太田博之君）

す。８番無会派の太田博之でございます。

それでは、通告に従いまして一般質問をさ

せていただきます。

さて、昨日の東奥日報紙に「４歳女児を性

的暴行 米軍曹に禁固８年 米軍三沢軍法会

議」という見出しで、１０日付の米軍準機関

紙、スターズ・アンド・ストライプス紙、通

称星条旗新聞で報じられた内容が掲載をされ

ました。

同紙によりますと、２００８年まで米軍三

沢基地に勤務していた空軍軍曹が、三沢基地

外にある自宅で女児に性的暴行を加え、三沢

軍法会議において、８日、検察側の禁固１０

年の求刑に対し、禁固８年を宣告され、給与

や手当のすべてを没収の上、不名誉除隊と

なったとの報道がされたこと。そして、この

事件について、三沢警察署は、何も聞いてい

ないとの回答があったことを報じておりま

す。被害者は、加害者の友人の娘さんのよう

でありますが、プライバシーを考慮したとの

理由から、軍曹の身元を明らかにしていない

ほか、被害者の国籍についても触れていない

ということであります。

私たちの知らないところで、しかも基地外

である市街地周辺でこのような事件が起きて

いたことは、到底見過ごすことはできませ

ん。その上、被害者の国籍を公表していない

ということは、被害者が日本国民であること

も考えられます。

この後、質問通告したとおり、米軍人の不
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祥事について質問させていただきますが、今

後の基地問題に関しましては、基地との共存

共栄路線を堅持していくために、諸問題の解

決のみならず、三沢市民の民生安定対策、国

民の生命・財産を守るためにも、再編された

防衛省との対応方の再検討はもとより、関係

省庁の見直し、さらには、日米地位協定への

市並びに議会の認識を再検討していく時代に

入ってきているのではないでしょうか。

それでは、通告に従いまして質問をいたし

ます。

はじめに、行政問題の三沢市地産地消推進

条例の制定についてであります。

地産地消にかかわる条例は、現在、全国の

地方自治体で制定されてきておりますが、そ

の草分けとなった自治体が、お隣、岩手県の

江刺市、現奥州市でございます。

旧江刺市は、岩手県中南部に位置し、合併

前の人口は約３万４,０００人で、藩政時代

に、江刺では米俵に金札を付し、大黒様の鋳

造を入れて出荷をし、大黒様が当たった人に

もう１俵贈るという福引き商法を行っていた

とのいわれを持つ江刺金札米や江刺りんご、

肉牛などで知られ、総戸数の４８％が農家、

市面積の２２.８％が耕地という農業の盛ん

な町でありました。現在では、水沢市、前沢

町をはじめ２市２町１村による合併で、２０

０６年２月に、人口１３万３,０００人の奥

州市となっております。

それではここで、２００５年９月に制定さ

れました江刺地産地消推進条例の内容と制定

までの歩みを簡単に御紹介したいと思いま

す。

この条例は、江刺の農業と食のすばらしさ

を市民の共通認識とすることを目的とし、基

本理念として、１、生産者と消費者の強い信

頼関係を構築し、すべての市民を元気にす

る。２、安全・安心で高品質の農産物の安定

供給を確立することで、江刺の農畜産業を活

性化をさせる。３、市民の自発的な取り組み

を尊重する。４、市民一人一人が江刺で生ま

れる農産物を通じ、ふるさとを大切にしてい

こうという精神を養っていくの４点を基本理

念に据えております。

その上で、地産地消の推進にかかわる市、

生産者、事業者、市民の役割を規定、さら

に、具体的な取り組みとして、給食施設での

地元食材の計画的利用、地元食材の利用促進

を図るため、岩手食材の日と連動した江刺食

材の日の制定、江刺ブランド生産物の指定、

環境に優しい農業生産を行うエコ・ファー

マーの普及、生産物の生産履歴の普及、市立

小中学校での食育の推進、生産者や消費者、

事業者、市、議会による地産地消推進会議の

設置などを盛り込んでいます。

また、この条例制定において特筆しなけれ

ばならないのは、議員提案での条例制定であ

り、条例策定に当たっては、県や大学など外

部機関とも連携し、内容はもとより、プロセ

スを重視した条例作成は、議員立法の新境地

を開く先進的事例として全国から注目された

点であります。

議会内に地産地消推進議員連盟を立ち上

げ、地産地消の理解・普及を行う地産地消部

会、市民参加を行う市民協働部会、条例の作

成を行う政策法務部会の３部会を設置し、

市、ＪＡ、商工会議所、生産者組合、学校給

食センターや学校関係者からはもちろん、主

婦や女性団体の会員らに、広く各分野の市民

との意見交換を３０回以上も重ね、主婦層か

らは、土がついた野菜を遠慮しがちな若いお

母さんの考えを改めさせたいなど、実生活に

根差した意見が多数議会に寄せられ、また、

学校長からは、今は当市を離れる若者が多い

が、地産地消推進は子供たちが地元に残る

きっかけになるはずだと期待感が示されるな

ど、市民の地域づくりに巻き込もうというね

らいが実現したと報道関係者からも高く評価

されております。

それではここで、当市に目を向けてみたい

と思います。

三沢市は、言うまでもなく基幹産業である

第１次産業に力を注いでおり、農水産資源で

は、長ゴボウ、ナガイモ、ニンニクやスルメ
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イカ、ヒラメ、ホッキ貝が高い評価を得てお

ります。

また、種市市長が所信で、第１次産業が元

気でなければ地域振興や発展もないと明言さ

れたように、地産地消に積極的に取り組む中

で、長ゴボウ冷蔵貯蔵施設や農産物加工施設

等の建設に実績を積み上げてきております。

また、本定例会におきまして、休止されて

おりました産業と文化まつりにかわる地元の

農水畜産物の安全・安心をＰＲし、地域経済

の活性化につながるイベントの実施を検討す

ると同時に、地産地消を恒常的にできるよう

な実行委員会を立ち上げ、(仮称)地産地消

フェアを開催するための補助金１,０００万

円が盛り込まれるなど、今まさにこれらのこ

とも、地産地消における市民協働のまちづく

りへの環境が整ってきているあかしではない

でしょうか。

繰り返しになりますが、今回の提案する三

沢市地産地消推進条例の制定は一つの手段で

あります。条例を制定する過程そのものを大

切にして、市民と一緒に案をつくっていこう

とする意思が重要なのであります。

そして、その市民の一体感の形成が、種市

市長の提唱する「人とまち みんなで創る

国際文化都市」の基本理念の実現に大きな推

進力を与えるものと確信をしております。

生産者、事業者、市民、議会、行政が一体

となって、新しい三沢市型農水産業の振興

と、食の安全・安心を基盤とした食育を含む

食文化の継承を図り、健康で文化的な三沢市

を築いていくこと、さらには、三沢市の風土

を三沢市民が共有し、次世代にもしっかり伝

えていくためにも、県内自治体に先駆けて、

三沢市地産地消推進条例の制定が急務である

と思いますが、当局の御見解をお伺いいたし

ます。

次に、教育問題の学校耐震化についてお伺

いいたします。

平成２０年第２回定例会において、学校耐

震化にかかわる調査並びに耐震化工事の対応

を伺ったところ、２０年度に学校耐震化調査

を３校８棟について実施するとの御答弁をい

ただいたところでございます。

また、本年第１回定例会の一般会計当初予

算委員会で、このことに対して教育長より、

２０年度の調査結果は、おおむね５月末には

判明するので、速やかに公表したいとの御答

弁がございました。

聞くところによりますと、８棟ではなく１

０棟の調査が行われたようですが、その調査

結果と、今後の耐震化にかかわる工事の実施

計画についてお伺いをいたします。

次に、基地問題の米軍人の不祥事における

処罰について質問いたします。

冒頭にも述べましたが、米軍人の不祥事が

一向になくならない事態にあって、市民は不

安な思いを持ち続けております。何か起きる

たびに、市並びに議会としては、再犯防止を

求め、米軍並びに関係機関へ抗議を繰り返し

ますが、米軍の対応は、再教育に努め、綱紀

粛正に努めると反省の色は見せるものの、実

態は、双方形骸化しており、抜本的な対策が

講じられないままの状況が続き、市民の中に

は、米軍人の不祥事に対し、半ばあきらめて

いる方も少なくないのではないでしょうか。

そうした中、市民から、事件・事故を起こ

した当事者並びに管理責任者に対しての処分

が軽いのではないかとの声をたびたび聞くこ

とがございます。

考えてみますと、不祥事を起こした当事者

が日本の法で裁かれ処分を受けますが、その

後の米軍の処分がどのようになされたのか、

余り聞いたことがありません。

昨日の東奥日報社の報道も、スター・アン

ド・ストライプ紙の報道をなぞったものであ

り、米軍の公式発表ではございません。ま

た、すべての事件が、このように準機関紙等

で公表されているのかもわかりません。

そこで、例に挙げて恐縮ですが、例えば市

職員が飲酒運転等で検挙されたといたします

と、その職員は上司に報告するとともに、速

やかに交通違反申告書を人事担当課へ提出し

なければなりません。その後、人事担当課
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は、事実関係の確認をするために事情聴取を

行い、三沢市職員懲戒分限審査委員会の意見

を聞いた上で、同委員会の答申を尊重し、処

分が決定いたします。

その処分内容も、自動車事故等に対する処

分基準表が設けられ、細かく処分の内容が規

定されて、地方公務員として重い処分が科せ

られます。当然、そのこととは別に、道路交

通法により行政処分も受けることは言うまで

もございません。

それでは、航空自衛隊の隊員の方はどうな

のでしょうか。航空自衛隊三沢基地に問い合

わせたところ、処分までの流れは御回答いた

だけませんでしたが、飲酒運転した際の状況

を考慮して処分量定が決定されるものであ

り、一概には言えませんが、一応の基準とし

ては、停職以上免職以下となりますとの御回

答をいただきました。

それでは、飲酒運転等で検挙された米軍人

は、職場、いわゆる米軍としてどのような処

分を受けているのでしょうか。私たち市民は

その実態を知らないままなのであります。

私たちの社会通念上、その方は重い処分を

受けているのでしょうか。はたまた、文化の

違いもあって軽い処分であれば、到底納得い

くものではございません。

アメリカは合衆国であり、州によって法に

関しての解釈も、法律も違う国であり、その

国民がこの日本で一緒に生活をともにしてい

るのであります。

私は、これまでのように米軍人の不祥事が

一向におさまらない中にあって、不祥事に対

する厳罰化は、一定の抑止力になるのではな

いかと考えております。

そこで、質問いたしますが、市として、不

祥事を起こした当事者並びに管理責任者がど

のような処分をされたのか、報告を受けてい

ますでしょうか。受けていなければ、その処

分の実態を米軍から公表させ、もしも処分が

甘いようであれば、厳罰化を求める対応をす

べきと考えますが、当局の見解をお伺いいた

します。

また、先般、三沢基地内で軍事裁判に関す

る勉強会が報道関係者を対象に開かれたと報

道された中で、日本の法廷で裁かれるより米

軍による軍事裁判のほうが処分が厳しい、裁

判権を米軍側に移すよう日本側に要請するこ

ともあると関係者が述べたとありますが、日

米地位協定の問題など状況は複雑ですが、こ

の発言に対して、市としての見解をお伺いい

たします。

最後に、観光問題、観光振興における２次

交通整備についてお伺いいたします。

この質問は、２０１０年１２月の東北新幹

線新青森駅開業を控え、三沢市の恵まれた観

光資源を今後どのように活用していくのか、

また、観光振興が新たな財源確保になり得る

との認識に立って、平成１９年第２回定例会

で取り上げ、平成２０年第３回定例会でも経

緯を質問してまいりましたが、これまで検討

を重ねていただきました三沢市の観光におけ

る二次交通研究協議会の委員の任期が本年３

月に切れるに当たって、これまでの検討され

た内容結果と、それを踏まえた今後の当市の

２次交通整備における具体的な取り組みにつ

いてお伺いいたします。

以上で、私の質問を終わります。御答弁を

よろしくお願いいたします。

ただいまの８番太田○議長（馬場騎一君）

博之議員の質問に対する執行部の答弁を求め

ます。

市長。

ただいまの太田議員○市長（種市一正君）

さんの御質問のうち、教育問題の学校耐震化

調査結果並びに今後の補強工事の計画につい

ては私から、その他については副市長ほか関

係部長等から答弁させますので、よろしくお

願いいたします。

まず、学校耐震化についてお答えするわけ

でありますが、昨年の第２回定例会におきま

して、耐震診断を平成２０年度は３校８棟を

行うとしておりましたが、発注する段階にお

いて、２棟を前倒しいたしまして、３校１０

棟の調査を行ったわけであります。
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しかしながら、耐震診断判定委員会へ申し

込みが殺到しておりまして、平成２０年度予

算の繰り越しをしたところであります。

１校５棟、これは第一中学校でありますけ

れども、５月２９日で業務が完了しまして、

現在、広報みさわ及び三沢市役所のホーム

ページに掲載するよう作業を進めておるとこ

ろであります。残り２校５棟、これは岡三沢

小学校及び三川目小学校でありますが、判定

委員会の審査が終わり次第、その結果を公表

したいと考えてございます。

第一中学校５棟の耐震診断結果ですが、校

舎３棟がIs値０.３９、校舎１棟が０.６３、

屋内体育館０.７１であります。Is値が０.７

未満のものは補強等の必要があるとされてい

るわけであります。したがって、校舎４棟に

ついては、耐震補強が必要とされているとい

うことであります。

今後、この耐震診断の結果を踏まえ、耐震

補強等が必要であるものにつきましては、早

急に国の補助制度を活用しながら検討し、効

率的に順次耐震化を進めまいりたいというふ

うに考えておりますので、御理解をいただき

たいと思います。

副市長。○議長（馬場騎一君）

基地問題の第１点○副市長（大塚和則君）

目についてお答えをいたします。

米軍人による事件・事故に際しましては、

これまで発生の都度、米軍基地司令官及び東

北防衛局長に対し、再発の防止や綱紀粛正、

教育の徹底などを要請いたしております。し

かしながら、依然として事件・事故が後を絶

たない状況が続いております。

事件・事故の発生が米軍人の公務外であっ

た場合にありましては、日本側に第１次裁判

権があることから、日本の法律に基づき厳正

な処分が下されているものと理解をいたして

おります。

また、日本の法律により処分を受けた事件

・事故で、米軍内において基地司令官等の行

う処分につきましては、除隊や階級の格下

げ、給与の減給等の処罰があると聞いており

ますが、実態につきましては、これまでも公

表されていないことから、市としては承知を

いたしておりません。

この米軍による処分が軽い場合には、厳罰

化を求めるべきではないかとの御質問であり

ますが、米軍の内部処分に干渉することにな

りかねないとも考えられますことから、例え

ば日本における処分内容や実例などを紹介

し、米軍側の参考としていただくよう努めて

まいりたいと、このように考えております。

次に、基地問題の第２点目についてお答え

をいたします。

日本の法廷で裁かれるよりも米軍による軍

事裁判のほうが処分が厳しい、裁判権を米軍

側に移すよう日本側に要請することもあると

いう米軍関係者の発言についてでございます

が、申し上げるまでもなく、日本国とアメリ

カ合衆国との相互協力及び安全保障条約第６

条に基づく施設及び区域並びに日本国におけ

る合衆国軍隊等の地位に関する協定、いわゆ

る日米地位協定にかかわる問題でありますこ

とから、第一義的には国の判断によるところ

であると考えておりますので、言及は差し控

えたいと考えております。

また、裁判権を米軍側に移すことについ

て、過去に事例があるかとのことであります

が、米軍三沢基地法務部に確認したところ、

個々の事件・事故で、警察に対し裁判権を移

すよう要請しているが、これまで認められた

ケースはないとの回答でありました。

以上でございます。

経済部長。○議長（馬場騎一君）

議員さん御質問○経済部長（桑嶋豊士君）

の行政問題及び観光問題についてお答えをい

たします。

まず、三沢市地産地消推進条例制定につい

ての御質問でありますが、地産地消の取り組

みにつきましては、国において、地場産品を

通して地域農業への理解と親しみを増進する

といった意味合いを込めまして、平成１７年

制定の食育基本法に基づく食育推進基本計画

の中に、政策の一つとして位置づけておりま
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す。これを受けまして、県においても、平成

１８年に食育推進計画を策定しており、現

在、当市におきましても、平成２１年度中の

策定を目指して進めておりますが、この取り

組みにより、特に青少年の成長過程における

健全な心身の醸成に多大な効果が得られると

ともに、地産地消の促進が一層図られるもの

と考えております。

また、三沢市総合振興計画におきまして

も、農業振興の側面から地産地消の推進を掲

げており、この施策実現のため、これまでも

ベコじゃがまつりや港まつり、ホッキまつり

等のイベントの開催や、道の駅みさわ、ビー

ドルドーム定期市などの産直販売を通し、地

場産品の消費拡大を図るとともに、市民に対

し地元農産物への関心を喚起してまいりまし

た。

さらに、教育分野におきましても、学校給

食に地場産品を取り入れるなど、次代を担う

児童・生徒たちの食育や地産地消に対する意

識の醸成が図られているところであります。

本年度におきましては、新しい取り組みと

いたしまして、これまでの個々の活動を総体

的に集約をし、さらなる地産地消の推進を目

的とした、仮称ではありますが、産直地産地

消フェアの開催を計画しており、その実施に

当たっては、生産者、事業者等を含めた多く

の市民の意見を取り込んで、関係機関・団体

及び市民との共同イベントとして実施してい

きたいと考えております。

市といたしましては、現在のところ、地産

地消条例の制定については、具体的な考えは

持ち合わせておりませんが、以上のような取

り組みを通して、市民や生産者等の地産地消

に対する実情や意向を検証しながら、当市に

おける地産地消のあり方について検討してま

いりたいと考えております。

次に、観光振興における２次交通整備につ

いてお答えをいたします。

三沢市の観光における二次交通研究協議会

は、当市の観光資源を広域観光として活用・

推進し、これまでの通過型観光から滞在型観

光への移行を実現するため、観光における２

次交通の整備について、官民一体となって研

究・協議し、ひいては、地域経済の活性化を

図ることを目的として、平成１９年１１月に

設置されたものであります。

委員には、交通事業関係者、宿泊事業関係

者、旅行業関係者、観光施設関係者等の代表

者１６名の方々に委嘱をし、これまで７回の

会議を開催し、さまざまな観点から検討して

まいりました。

御質問の第１点目でありますが、これまで

の協議内容でありますが、まず、駅や空港か

ら観光施設等へのアクセスの利便性や各交通

機関の利用実態を検証し、当市の観光におけ

る２次交通の現状や問題について意見交換を

行ったほか、望ましい２次交通の整備の具体

的な手段・手法や２次交通の宣伝・ＰＲのあ

り方について、各委員の立場で活発な協議を

重ねてきたところであります。

その中で、特に、現在、当市の２次交通の

主軸となっております三沢観光バスについ

て、停車場所が多くて目的地まで時間がかか

り過ぎる、観光客が利用しやすいダイヤと

なっていない等の意見が出され、運行経路や

ダイヤ改正等、その運行形態の改善について

検討されているほか、その他の交通手段とし

て、観光客が気軽に利用できるよう、タク

シー、レンタカーの割り引きサービスの実施

の可能性や、これら利用者に対する各観光施

設における、例えばドリンク券などの付加

サービスの導入、あるいは交通・宿泊事業者

の観光知識の習得等についても積極的な論議

がなされてきたところであります。

次に、御質問の２点目、その結果を踏まえ

た今後の２次交通整備並びに具体的な取り組

みについてお答えをいたします。

当初は、委員の任期である平成２０年度中

に研究・協議した結果を取りまとめる予定で

ございましたが、具体的には、本年度におき

まして、これまで論議されてきた三沢観光バ

スの運行形態の改善とか、その他の交通手段

としてのタクシー、レンタカーの割り引き、
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あるいはまた、付加サービスの導入等の幾つ

かの課題等につきまして、引き続き協議を

し、集約をしながら、その協議がまとまった

時点で市長へ提言をするというふうな予定に

なっております。

以上であります。

８番。○議長（馬場騎一君）

それでは、３点ほど○８番（太田博之君）

再質問させていただきます。

まず、市長から御答弁いただきました耐震

化の問題についてであります。

調査は終わったのですけれども、まだ結果

が出ていないところもありまして、全部が全

部公表いただけなかったのですが、いわゆる

４棟が耐震化に向けて改築なり補強しなけれ

ばならない。速やかに予算措置をして進めて

いくという御答弁がございましたが、実は耐

震化には国庫補助金の引き上げがございまし

て、これは平成２０年から２２年度まで３年

間の時限措置ということになっておりますの

で、ことしは２１年ですから、来年度中には

その措置が切れるわけであります。そうなっ

たときに、三沢の小中学校の耐震化に、どう

いう計画性を持ってやるかというのは、大変

重要になってくる。

今年度も既に残りの学校が調査に入ってい

るわけです。やはりある程度の見込みを立て

て、予算をきちんと計画的に立てていかなけ

れば、優先順位もあるのでしょうけれども、

ここのところは、いわゆる保護者の方、子供

は学校で過ごす時間が一番長いわけでありま

す。そしてまた、何か起きたときには、学校

というのは、いわゆる避難だったり、そう

いった皆さんが集まるところとして重要な拠

点であります。

この３年の時限措置にかかわる国庫補助に

関連した具体的な計画の方向性をぜひここで

示していただきたいと思いますので、よろし

くお願いいたします。

次に、基地の問題でございますが、公表は

されていない、厳罰化は、米軍の干渉になる

ので控えたい。今の現状の報告をされただけ

のような感じがして、では、市として、今、

市民がどれだけ不安に思っているかという部

分をどう改善をしていくのかという、踏み込

んだ発言がなかったような気がしています。

確かにそれぞれ軍という大きな組織であり

ますし、国際的なそういったものもございま

すので、一自治体がそういったことでとやか

く言うということに関しては、いろいろなこ

とがあるかと思います。先ほど言った日米地

位協定という大きな、そういった国とのかか

わりの中で、地方自治体、いろいろな部分で

声を出せないようなところもあったような気

がしています。しかし、岩国なんかは、最

近、大変大きな行動をとっています、いわゆ

る米軍再編という形の中で。

今回の一般質問の冒頭でもお話をしました

けれども、今の実情の中でどうするかではな

くて、その実情をどう変えていくかという時

代に私たちはもう入っていかなければならな

いのではないでしょうか。一方的に軍はそれ

を言うだけなのです。それを聞いているだけ

で本当にいいのでしょうか。

基地問題の冒頭に取り上げました性的虐待

の事件・事故も、本来であれば、これからど

うなるかわかりませんけれども、大変な問題

だと思います。

三村知事は、日米地位協定に関しての見直

しを要求するという発言をいたしました。種

市市長は、これは国の問題なので、市長とし

ての立場としては、日米地位協定には触れな

いということでございました。私はそのこと

には、今回は言及しませんけれども、このよ

うな状況をどう改善をしていって、市民の安

全・安心を守っていくかというところを、厳

罰化の要請もできないのですか、これ。

結果が出る、出ないとかではなくて、そう

いった方向からも我々は見ていますよと、せ

めて公表はするべきですよというような形

で、実行するための答弁を、もう一度お願い

できませんか。やるのならやる、やらないな

らやらない。

きょうも傍聴にかなり来ています。そう
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いった部分では、ここで意思を明確にしてい

ただきたいというふうに思います。

最後に、条例の問題でございます。

これは、質問の中身でもお話ししました

が、地産地消推進というのも、確かにそうで

ございますけれども、やはりこれはすごい多

岐にわたるわけです。教育にもかかわります

し、さまざまな産業政策にもかかわります

し、まちづくり、人づくりという部分にも大

きくかかわるわけです。

その中で、やはり農協のトップを経験した

種市市長が、この地産地消という部分に対し

て、県の条例がある、日本の方式に従って、

それに組み込んでいるということで、私は、

三沢市の独自性というのが本当に出てくるの

かなと。みんな横並びの金太郎あめみたいな

政策、そんなのでいいのですか。

今、答弁の中では、あれもやっています、

これもやっています、これは効果が出るで

しょう、確かにそうだと思います。しかし、

趣旨は、市民と一緒になって地産地消、食育

を考えていこう。それは、三沢ならではの私

は一つの大きな柱になるという思いで質問さ

せていただいたわけであります。

確かに各分野、それぞれ地産地消に関して

は一生懸命やられていると思います。しか

し、市民を巻き込んでいるかというところに

なると、私はちょっと視点が違うのではない

かなと。ある方に言わせると、一生懸命は

やってはいるのだけれども、各政策がばらば

らで、何か一つになっていないという見方を

している方も相当おります。

私は、そういった意味で言うと、いろいろ

な力を一本に集中していくと何倍の効果も出

るのではないかという思いが、この条例制定

の中の、いわゆる市民の協働、みんなで創る

まちづくりに私はあるのではないかと。その

ためにも、私は、農協のトップを経験された

市長が、これに積極的に取り組むという姿勢

は、私は市民に大きな勇気を与えるのではな

いかなと思ってございます。

条例は、やる、やらない、結構でございま

す。いかに市民とともに、この条例に見合っ

たような仕組みをつくっていくかというとこ

ろを御検討いただけないかということで質問

をさせていただきます。

先ほど質問の中で、県下に先駆けてとお話

をしましたが、実は鶴田町で、朝ごはん条例

というのがあるのです。これは、子供たちの

朝御飯をきっちり食べさせよう、そこには地

元の食材を使っていこうという条例で、中身

は、細かく私もまだ勉強していませんけれど

も、おおむね食育、また、地産地消にかなっ

た条例なのです。

よくないですか、朝ごはん推進条例なんて

いうのは。ですから、その名前にこだわるこ

となく、さまざまな部分で、地産地消、食

育、経済、町が元気になる、こういった部分

で、もう一度お伺いいたしまして、御答弁を

いただきたいと思います。

以上、よろしくお願いいたします。

答弁願います。○議長（馬場騎一君）

市長。

耐震の問題でありま○市長（種市一正君）

すが、先ほど申し上げましたように、前倒し

をして診断をお願いしたと。だけれども、全

県的に、あるいは全国的に、いわゆる診断の

判定委員会に殺到されまして、非常に業務が

おくれているというようなことでありまし

て、その辺は、これはどうにもならないのか

なという感じがしております。

いずれにしても、その中で、随時また結果

が出てくると思いますけれども、一中の問題

が出てきたわけであります。これも速やかに

という、もちろんそういうことが適当だと思

いますけれども、やはり結果が出ますと、今

度は、実施設計が、どういう形で本当に補強

されるのかという、そういう設計がありまし

て、さらにそれがまた判定委員会に判断をゆ

だねなければならない。ですから非常に時間

がかかるわけであります。

これは、今いろいろと方々からも文句が来

まして、改善策がとられるのかどうかという

のはさておいても、そういう現状を認識しな



― 25 ―

がらやっていかなければならないと思ってお

りまして、そういうことでありますので、期

限の問題を指摘されたと思いますけれども、

やはりそういう実態を見ますと、国もそのこ

とをかんがみて、いろいろな対応が出てくる

のではないのかと思っております。

それから、後でまた答弁があると思います

が、いわゆる地産地消の条例云々というよう

なこと。議員もおっしゃるように、条例をつ

くったからどうなるということは、それは効

果がないとは言いませんけれども、要は、そ

ういう生い立ちが問題だという御指摘をして

いるようであります。私も同感であります。

やはり全国でも、農産物を市場に出して売

る、そういう状況の中で、消費する人、生産

する人、これあるわけでございますが、やは

り一体となった取り組みが、やはり日本の食

というものを安定的に、安定的というのは、

供給の問題、それから価格の問題があると思

いますけれども、そういうことで議論されて

おります。

ある県については、生協と一緒になって株

式をつくって、そして生産をして、自分たち

が消費をすると、こういうことも生まれてお

ります。

したがって、市内におきましても、三沢で

どういうものが生産されて、あるいはとれ

て、つくられているかということを知らない

市民がたくさんいるわけでありますので、そ

のことをまず足元からそれをお知らせをし

て、できるだけ市内で生産されるもの、つく

られているものを、お菓子等も含めて、そう

いうことを宣伝をしながら、地産地消という

ものをやっていかなければと、こんな思い

で、今、フェアというものをやるわけであり

ますけれども。

いずれにしても、御指摘のようなことで、

市民一体となった、そういう取り組みが大事

だなと思います。参考になりました。

以上であります。

副市長。○議長（馬場騎一君）

基地問題の再質問○副市長（大塚和則君）

についてお答えをいたします。

さまざまな、これまでもいろいろな事件が

ございまして、その都度、私どもはきめ細か

く、何回も、しつこいようなほど米軍のほう

に再発防止、あるいは事件・事故の内容を聴

取して、再発防止について、その都度、要請

をしてきております。

議員のほうから先ほど、きのうですか、新

聞報道であった件について御紹介がありまし

たが、私どものほうについても、早速それに

ついての対応をさせていただきました。それ

については、とにかくそういう情報を市役所

のほうにも下さいと。そして、情報を共有す

る中で、再度そのようなことが起こらないよ

うに、ぜひ対応をお願いしたいということ

は、しつこいほどこれまでもやってきており

ます。

新聞報道にありましたけれども、当然の話

かもしれませんが、軍法会議では、不名誉除

隊という取り扱いをしたと。これは最高の取

り扱いだと私は思いますが、事あるごとに、

しつこいように、その都度、対応していくと

いうことが、我々に今できる話かなと、課せ

られたことかなというように思います。

それと同時に、やはり米軍側も、さまざま

ことをしております。そのことが非常に大き

な効果を生むというふうに考えておりますの

で、私どものほうとしては、今後とも粘り強

く、一つ一つ、その事件・事故について対応

してまいりたいというように考えておりま

す。

以上でございます。

８番。○議長（馬場騎一君）

耐震化の話でござい○８番（太田博之君）

ますけれども、ちょっとあいまいな部分があ

りましたので、再度確認させていただきます

が、一応２２年度までの、いわゆる国庫補助

の引き上げの部分に関しては、今のままだ

と、全国からいろいろな形の調査の結果が一

極集中してしまって、なかなか先に進めない

ので、前倒し前倒しでやっていくつもりでい

ても、この２２年度までの時限措置の部分に
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関しては、ひょっとすると間に合わない可能

性があるのではないかというふうに市は判断

していて、ひょっとすると国もそういった事

情を見て、２２年度以降、また違う措置があ

るのではないかという期待をされて申し上げ

ているのか、それとも、そういうことがあっ

ても、２２年度まで全校やり遂げると言って

いるのか、その辺のところをもう一度、再度

確認をしたいと思います。

いわゆる２２年度までにやるのか、やらな

いのか。やらない部分に関しては、この国庫

の引き上げの措置はいただけないので、その

分、負担はふえますけれども、他力本願的な

話ではなくて、２２年度までにやれるものな

のか、やれなければ、そういったところの積

み残した部分は２３年度以降になるのか、そ

こをもう一度はっきりお願いいたします。

あともう１点、基地問題ですけれども、私

は、新聞に載ったきのうのやつをとやかく言

うことは控えたいと思います。これは多分、

すごい大きな問題だと思うのです。これは多

分、日本の法律で何で裁けないのだというこ

とにもなりますし、逆に言うと、日本の法律

で考えたときに、いわゆる軍法会議の結果と

照らし合わせたときに、私の２点目の話、い

わゆる日本の法律よりも、軍事法廷のほうが

重いのかなという気もしないでもない。この

辺は、いろいろな部分があるので、そこは私

は言っていないのです。

私が言っているのは、飲酒運転なり、いわ

ゆる公務外で、そういった道交法などのこと

がいっぱいあるわけです。その人たちのその

後、米軍とすれば、先ほど副市長が言ったよ

うに、除隊ですとか何かありましたよね。そ

ういうのがあるらしいと。だけれども、公表

はされていないのだと。これは私は公表を求

めるべきだと言っているのです。

今までもしつこいくらいやっている、わ

かっていますよ。うちの小比類巻特別委員長

だって一生懸命やっています、議会も。

ただ、それが形骸化していないかというこ

となのです。お互いにオウム返しのように毎

回同じことをやっている。せめて、こういっ

たところからの切り口で、うちの職員は、こ

ういうことがあると地方公務員法で裁かれる

のだと、航空自衛隊も国家公務員法、また、

自衛隊法でこう裁かれるのだと。あなたたち

はどういう根拠で、どういう手続で、どう裁

かれるのだと。

重い話ばかりしているのではなくて、

えっ、こんな処分だったのと、ひょっとした

ら中にあるかもしれないではないですか。そ

こを私は公表を求めるべきだと言っているの

です。

今まで、ただ次の事故防止、事故防止と

言っていたのを、こういった具体的なところ

で攻めるというのは、私は一つの切り口にな

るのではないかなと思うのです。

今回いろいろ調べようと思ったのですけれ

ども、時間がなくてできなかったのですけれ

ども、例えば日本の法律で免許停止になりま

した。その人がたまたま転勤でどこかに行っ

た。例えばバカンスに行った。だけれども、

多分、アメリカでは運転できるのですよね。

そうすると、ここにいるときだけ行政処分を

受けるだけで、ほかでは自由なんだとかって

なっているかもしれません。私、調べていな

いのでわかりませんけれども。

そうすると、日本の法律と、自分たちが本

国に帰ってきた部分、ここはここ、こっちは

こっちみたいな考え方がもしあったとすれ

ば、何かなくなるものもなくならないのかな

と。今、若者の暴走運転なんか余りありませ

んけれども、ブーンと音を立ててくるのを

ぱっと見ると、ほとんどＹナンバーですよ、

若い兵隊さんの。

そういった部分からも、今回、こういう切

り口でぜひ公開してください。どういう法

律、軍においての規律、どういう経緯でどう

裁かれて、どういう結果が出ているのか、私

は公表を求めるべきだと思いますけれども、

そこのところをもう１点、やるか、やらない

か、お願いします。

教育長○議長（馬場騎一君）
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議員さんの耐震化○教育長（横岡勝栄君）

にかかわる再々質問にお答えさせていただき

ます。

先ほど市長も答弁いたしましたが、先生お

話のとおり、国の補助制度が時限措置だと、

たった３年間の時限措置。実は、考えてみま

すと、第一中学校、これは耐震化が始まっ

て、今回、結果出るまで１年３カ月。これか

ら、その結果に基づいて実施設計をいたしま

す。さっき市長も答弁したのですが、この実

施設計が上がったら、再度また審査委員会に

戻るわけです。そこから返ってくるのがいつ

になるのか。こういうことを考えますと、国

の３年間の時限措置というのは、まさに国の

机上の作戦で、現実的ではない、こういうふ

うに思います。

いずれにしても、第一中学校、実施設計の

審査が終わってまいりましたら、早ければ、

間に合ったら９月議会に補正予算ということ

で、実施設計の取り組みを始めたいというふ

うに思っております。

総体的には、とにかく物理的に、全体的に

は無理だと思います。

以上でございます。

副市長。○議長（馬場騎一君）

基地問題の再々質○副市長（大塚和則君）

問についてお答えをいたします。

日本ではない米国の件でございますが、こ

れについては、非常に個人情報とかプライバ

シーとか、人事管理上の問題がいろいろあろ

うかと思いますが、その点を踏まえて、要請

のあったことについては検討してまいりたい

というふうに考えております。

以上です。

以上で、８番太田博○議長（馬場騎一君）

之議員の質問を終わります。

それでは、一般質問を次に移ります。

６番藤田光彦議員の登壇を願います。

おはようございま○６番（藤田光彦君）

す。民主党の藤田光彦です。

通告に従いまして、質問に入らせていただ

きます。

まず、新型インフルエンザについてお伺い

いたします。

この件については、３月に行われました第

１回定例会でも質問させていただきました

が、状況は一変いたしました。３カ月前は、

仮定に基づいた準備段階でしたが、今回は、

まさに実践段階に入りました。

３月にメキシコで発生したこの新型インフ

ルエンザは、１カ月の間に世界各地で発生

し、現時点では５２カ国、死亡者は１００人

を超えております。そして５月には、ついに

大阪において、我が国ではじめて感染者が出

ました。その後、国内の各地で感染が報告さ

れる事態になっております。

幸いにも、このウイルスはＨ１型で、通常

の季節性インフルエンザとほとんど同じ毒性

のものとわかり、また、感染も小康状態と

なったことから、国民は少しは落ちつきを取

り戻したように見えます。

しかし、いまだに国内各地で発生が続いて

おり、また、秋ごろからはこのウイルスが変

異して、毒性を強めたものとして流行する可

能性も大いに危惧されております。

そこで、三沢市の医療及び教育機関はどの

ような対策をとっているのか、お伺いしたい

と思います。

次に、小中学校の教育について、２点質問

いたします。

１点目は、学力についてであります。

２年前の２００７年、４３年ぶりに行われ

ました小学校６年生及び中学校２年生による

全国学力テストは、驚くべき結果をもたらし

ました。学校の受験体制がしっかりしてお

り、塾へ通う児童が５０％を超える東京都が

トップになるとだれもが予想していたことが

見事に覆され、秋田県が全国で第１位になり

ました。翌年にも同様の成果を上げ、その教

育への取り組みが実績あるものと評価される

に至りました。それ以後、秋田県は日本の

フィンランドとなぞられ、昨年は全国から６

４もの団体が秋田県に視察に訪れておりま

す。
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１９６０年代には、教育の後進県と呼ばれ

た秋田県に、この偉業をもたらした大きな要

因は三つあると言われております。一つは、

きめ細かく教えるための学校の体制。二つ目

は、規律ある生活を送るための生活習慣の指

導。そして三つ目は、教育を支えるための地

域との連携です。

きめ細かく教えるために、秋田県では２０

０１年度から、全国に先駆けて学級少人数制

を導入し、また、教科指導にたけた先生を教

育専門家として、他校にも出向いて教えるよ

うにしております。

生活習慣の指導では、秋田県教育庁が「秋

田わか杉っ子 学びの十か条」を掲げ、「早

ね早おき朝ごはんに家庭学習」、「決まり、

ルールは守ってあたりまえ」、「いつも気を

つけている言葉遣い」などの項目を推奨して

おります。

また、地域との連携では、年２回、みんな

の登校日と称して、児童の家庭学習を定着さ

せるために、保護者の人たちが学校で勉強会

を開いております。

これらの取り組みに学ぶべき点は多々ある

と思いますが、三沢市では、秋田県のこの成

功例をどのように評価し、取り入れていくつ

もりがあるのか、お伺いしたいと思います。

２点目の質問は、英語教育についてでござ

います。

今年度から新しい学習指導要綱に沿って、

全国の公立小学校で英語の授業を導入いたし

ました。

三沢市では、２００２年より、総合教育の

時間を利用して英語教育がなされ、また、２

００５年には英語特区に指定されたことか

ら、市内の全小中学校で週１回、２名のＡＬ

Ｔ及び１２名のＡＥＴを活用した英語教育が

なされております。

先日、市教育委員会の協力を得て、市内の

１小学校と１中学校の英語の授業を視察する

ことができました。訪問した小中学校の生徒

は、何の気負いもなく、英語を楽しみながら

勉強しており、英語に親しんでいるという感

想を受けました。

さて、このたび、市は文部科学省から英語

教育調査研究事業の指定を受けました。これ

までの英語教育の実績が評価されたと思うと

同時に、英語教育の先進地として、ますます

の研究を託され、これから全国へその成果を

発信していかなければならないと、そういう

役割を与えられたと思っております。

これから３年間、市ではどのようにこの事

業を展開し、さらなる英語教育の向上に活用

していくつもりなのか、お伺いいたします。

最後の質問ですが、ことしから市立病院の

給食体制が一企業に一括委託となりました。

地産地消のかけ声は、全国多数の自治体か

ら発せられております。地元の生産物を使う

ことは、保存剤のような余計な薬品を使う必

要もないことから、健康によく、また、フー

ドマイレージという新しい価値観により、環

境にとってもメリットがあると言われており

ます。そして、もちろん地元の企業を守り、

育てるという利点も持っております。

自治体が専門的ノウハウを持つ指定管理者

や委託業者に施設の運営を任せる目的は、効

率的な運営によって、運営経費をできるだけ

安く上げるための施策であって、決して地元

にとって不利益になるような結果になっては

いけないと思います。市立病院の給食体制の

委託化で、地元の生産物を扱う割合がどのよ

うに変わったか、お伺いしたいと思います。

以上で、質問を終わります。

ただいまの６番藤田○議長（馬場騎一君）

光彦議員の質問に対する執行部の答弁を求め

ます。

市長。

ただいまの藤田議員○市長（種市一正君）

さんの御質問のうち、三沢市立三沢病院にお

ける新型インフルエンザ（Ｈ１Ｎ１型）対策

については私から、その他については教育長

等から答弁させますので、よろしくお願いい

たします。

市立三沢病院では、昨年１２月に策定され

た対応マニュアルに基づきまして、５月１日
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に臨時診療所の開設準備を整えております。

その後、５月１６日の国内発生の状況により

まして、院内感染を防止するために、５月１

８日より来院者の出入りを正面玄関だけに制

限させていただきました。院内に入る前に、

病院職員が風邪症状の有無などについての確

認を６月２日までに行っております。

現在は、Ｈ１Ｎ１型が弱毒性である可能性

を踏まえまして、院内の立入制限を解除した

ところであります。

また、風邪の症状があった来院者につきま

しては、引き続き、正面玄関駐車場に設置し

た仮設の問診所におきまして、新型インフル

エンザ問診票に記入していただき、感染が疑

われる方につきましては、上十三保健所のほ

うに連絡をすることになっているわけであり

ます。

今後におきましても、新型インフルエンザ

対策については、万全を期しながら、指定関

係機関との連携を密にしながら、対応につい

て努めてまいりたい、こういうふうに思って

おりますので、御理解を賜りたいと思いま

す。

教育長。○議長（馬場騎一君）

議員さん御質問の○教育長（横岡勝栄君）

新型インフルエンザについて、教育機関はど

のような対策をとっているかについてお答え

いたします。

今回の新型インフルエンザにつきまして

は、４月２８日、ＷＨＯが新型インフルエン

ザ発生を宣言し、それ以降、各国、そして日

本国内での感染が確認されるに至っておりま

す。

市教育委員会といたしましても、児童・生

徒の感染防止を第一に、青森県教育委員会新

型インフルエンザ対策ガイドラインを基本

に、手洗い、うがいの徹底など、県スポーツ

健康課からの情報を、適宜、市内小中学校、

幼稚園に対し行ってきたところであります。

５月の連休前には、臨時校長会を開催し、

連絡体制等の協議を行ったほか、県の作成し

たチラシ及びポスターを各学校に配布し、予

防対策のさらなる徹底を図るとともに、教育

委員会所管施設におきましても、施設職員の

予防対策及び利用者への予防対策の周知のた

めのチラシ及びポスターの掲示を行っており

ます。

また、学校の休校については、青森県新型

インフルエンザ対策本部の方針に基づき、学

校に通う者が感染した場合には、県から要請

により、原則として、市内すべての学校を対

象に休校を要請することとしております。

また、急速に患者数が増加した場合には、

広範囲の地域で休校を行うことは感染拡大防

止には効果が薄いため、地域の学校すべてを

対象に休校の措置を行うのではなく、学校の

設置者の判断により休校の措置を行うことと

しております。

今後におきましても、県教育委員会及び市

担当課からの情報をもとに、状況に応じた対

策を、適宜、図ってまいりたいと考えており

ます。

以上でございます。

次に、教育問題についての１点目でありま

す、秋田県の教育にかかわる御質問にお答え

いたします。

２００７年度より実施されている全国学力

学習状況調査におきましては、秋田県が小学

校の国語と算数ともに２年連続全国１位と

なったことで、秋田県の教育に教育委員会と

しても大変興味を抱いているところでありま

す。

秋田県の学校教育指導の方針は、豊かな人

間性をはぐくむ学校教育の重点のもと、一

つ、思いやりの心を育てる、２、心と体を鍛

える、３、基礎学力の向上を図る、４、教師

の力量を高めるであり、これは、青森県及び

三沢市教育委員会の学校指導の方針と何ら変

わるものではありません。

ただ、秋田県の取り組みの特色として、

オール秋田で目指す教育立県をスローガン

に、学校、保護者、地域住民が連携し、地域

ぐるみの子育てに努めていることが挙げられ

ます。
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特に、ただいま議員さんも話されました

が、「秋田わか杉っ子 学びの十か条」は、

各学校の目指す子供像に位置づけたり、学校

教育に浸透が図られたり、学力向上のみなら

ず、全国体力・運動能力、運動習慣等調査に

おいても全国トップレベルであることから、

心身ともに健全な成長につながっている大き

な要因ではないかと思われます。

一例を挙げますと、家庭学習の定着があり

ます。それは、家庭学習ノートを活用した、

学校と家庭の共同歩調による取り組みです。

これにより、子供たちの学習習慣と学習方法

が身につき、特に復習に力を入れていること

から、学習の定着が図られていることがうか

がわれます。

これらを受けまして、御質問の当市におけ

る取り組みについてでありますが、学びの１

０カ条の項目につきましては無理なく導入で

きる内容でありますので、機会あるごとに各

幼稚園、保育園、小中学校やＰＴＡ等に情報

を提供しながら、加えて、効果的な取り組み

になるためにも、学校と家庭、地域住民が理

解を深め、共通理解の上、共同歩調で推進で

きるように支援に努めてまいりたいと考えて

おります。

以上でございます。

次に、２点目の教育問題についてお答えい

たします。

三沢市は、このたび文部科学省から英語教

育改善のための調査・研究事業の指定を受け

ました。

この目的は、小学校段階における英語教育

の適切な開始年次や授業時数のあり方などの

教育課程の改善のためのデータ収集及び小学

校において英語教育が早期に実施された場合

の中学校への円滑な移行のための中学校にお

ける教育内容を研究するというものでありま

す。

三沢市は、現在、小学校第１学年から第６

学年まで行っている英語活動科において、聞

く、話すの２技能の育成を主な活動として授

業を行っており、また、過度な負担とならな

いように配慮しながら、簡単な発音と文字の

関連指導の導入を行っております。

本研究指定においては、読む、書くを含め

た４技能を総合的に育成し、英語運用能力の

向上を重視した活動にしていくための適切な

開始年次や年間指導計画、授業の主な活動の

あり方、教材活用、評価方法の開発、英語指

導助手の活用等について明らかにしてまいり

ます。

あわせて、中学校の英語科の授業への円滑

な移行のため、小中学校の効果的な連携のあ

り方、中学校における英会話ドリルやスター

トカリキュラムの導入、英語科の時数増によ

る特設の授業の設定など、中学校における指

導の可能性や指導内容のあり方について研究

を行ってまいります。

以上のような取り組みを通して、児童・生

徒の実態を適切に把握しながら、小中学校９

カ年を通して、英語によるコミュニケーショ

ン能力のさらなる育成を図ってまいりたいと

考えております。

以上でございます。

病院事務局長。○議長（馬場騎一君）

市立三○三沢病院事務局長（大澤裕彦君）

沢病院の給食についてお答えいたします。

給食材料購入における市内業者の納入割合

は、全面委託前の平成２０年度は、全２８業

者のうち市内業者は１７業者で、６０.７％

となっており、全面委託後の本年度は、全２

０業者のうち市内業者は１１業者で、５５％

となっております。

平成２０年度と本年度を比較いたします

と、市内業者の割合が５.７％減少しており

ますが、当院といたしましては、市内業者の

育成が重要であると考え、給食業務委託仕様

書においても、食材の購入は地元業者からの

購入を優先することと明記しております。

今後におきましても、委託業者に対し、市

内業者からの購入を強く要請してまいりま

す。

以上でございます。

６番。○議長（馬場騎一君）
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再度質問させていた○６番（藤田光彦君）

だきます。

まず、新型インフルエンザについて、３点

質問したいと思います。

まずは、市長が言いましたように、熱があ

る患者が病院の玄関に来ると、そこで診察す

ると。そして、疑いのある患者は保健所に電

話させると。電話させるということは、家へ

帰して電話させるのですか。それとも、病院

の仮の施設の中で電話させて、それから家へ

帰す。どういう方法をとっているか、ひとつ

聞きたいのです。

それからもう一つ、たしか神戸市だと思い

ますけれども、神戸市医師会では、全面的

に、インフルエンザに対しては市立病院と一

緒に対処するということを宣言しておりま

す。また、仙台市においても、全病院が一緒

になって、新型インフルエンザに対して対処

するということになっています。仙台方式と

申しておりますが。

しかし、三沢市では、ほとんどの患者が、

多分、市の市立病院に来る可能性が多いと。

そういうとき、果たして本当に市立病院一つ

で、この患者数に対処できるかどうか。それ

とも、ほかの病院または自衛隊の病院とも、

そういう連携体制をとって対処していくのが

最も効率的であるものと私は思いますけれど

も、そこもちょっと伺いたいと思います。

それから３点目は、市内でどのぐらいタミ

フルとかその他のインフルエンザの薬を備蓄

しているかどうか、その現状を知りたいと

思っております。

次に、学校の問題ですけれども、インフル

エンザの患者が学校に出た場合、県からの要

請によって、全市内の学校を休校にするかど

うか考えると言っておりましたが、県では、

どのような状況に基づいて、そういうことを

市に要請できるかどうか。

それともう一つ、患者が広範囲に広がった

場合は、学校の設置者によって判断させると

いうことを言いましたが、学校の設置者とい

うのは校長先生でありますか、それとも市長

さんでありますか。もし、校長先生でした

ら、そういう判断をするための基準材料と

か、そういうのをちゃんと確立していかなけ

ればならないと思いますけれども、果たして

それがどういうふうになっているか、質問し

ていきたいと思います。

それから、英語教育です。英語教育は、小

さい学年から英語に親しみなれさせて、英語

を勉強させると。そういう意図はわかります

けれども、そのほかにも、異文化に接する機

会をふやすとか、それから外国人に対する偏

見を少なくするとか、そういう複合的な、補

助的な面もあると思いますけれども。

教育長にお伺いしますけれども、英語教育

を、この重要性を教育長としてどのようにお

考えかどうか、そこを聞きたい思います。

病院事務局長。○議長（馬場騎一君）

新型イ○三沢病院事務局長（大澤裕彦君）

ンフルエンザの再質問にお答えいたします。

まず第１点目は、インフルエンザの疑いが

あった患者さんが発覚した場合、病院から保

健所へ連絡するのか、それとも本人が連絡す

るのかとの御質問ですけれども、病院の問診

所で疑いがある方は、一たんお家へ帰ってい

ただき、その本人から保健所のほうに連絡す

る体制になっております。

第２点目の市内でのインフルエンザ対策に

ついての、市内の個人病院とか自衛隊病院と

かの協力体制ということですが、今の時点で

は、あくまで当三沢市立病院で全部対応する

体制をとっております。

３点目のタミフルの備蓄に関しましてです

が、タミフルの備蓄に関しては、個々の医療

機関で備蓄するのではなくて、県が一括して

備蓄しておいて、そういう症状があった方が

出た患者さんとか、御家族とか、医療機関に

必要な分を配付することとなっており、当院

とか当市での備蓄というものは特に持ってお

りません。県のほうで把握しているというこ

とでございます。

以上でございます。

教育長。○議長（馬場騎一君）
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ただいまの再質問○教育長（横岡勝栄君）

にお答えさせていただきます。

インフルエンザの件なのですが、県は、三

沢市内の小中学校で１人でも出ると、三沢市

内は休校措置をせよという指令が出ることに

なっております。

それからもう１点なのですが、学校の設置

者の判断、設置者とは市長のことでありま

す。

以上でございます。

英語教育はどうした○議長（馬場騎一君）

のですか。

教育長。

大変申しわけあり○教育長（横岡勝栄君）

ません。

英語教育に関する再質問にお答えさせてい

ただきます。

まず、英語教育の重要性、これはどう考え

ているかということでありました。

この英語教育、小学校１年生からの教育に

関しては、マスコミはさまざまな形で取り上

げております。賛成派、反対派、中間派で

す。

その反対派の多くは、英語を小学校１年生

からやり過ぎることによって、国語教育が留

守になるのではないか。今、日本人として、

何よりも基礎的な国語教育が大事ではないか

と言われています。そういう意味から、英語

よりも国語という、英語の初期段階に反対し

ている方があると思います。

今、三沢市は、絶対に英語をやったから国

語の教育が留守だとか、おくれているとか、

時間数が足りないとか、そんなことは一切あ

りません。全部時間を確保して、そのほかに

特別時間をセットして英語をやっているので

す。国語の授業には関係、全くありません。

この点は質問はなかったのですが、御心配し

ないでいただきたいと思います。

英語教育の重要性、今、世界は一つであり

ます。何といっても、日本ばかりではありま

せん。世界は一つになってきました。まさ

に、グローバル化におくれまいとする、これ

から将来のある子供たちにぜひ英語を勉強し

ていただきたい。これは、私の信念でありま

す。御理解ください。

終わります。

６番。○議長（馬場騎一君）

新型インフルエンザ○６番（藤田光彦君）

に対する保健所への対応ですけれども、発熱

した患者がわざわざ病院に来ると、体力が

弱っていると。そういう人を見て、家へ帰り

なさい。家から電話してください、保健所

に。これは余りにも冷たい対応だと私は思い

ますけれども、仮のどこかの施設を使って、

そこで電話をちゃんと設置しておいて、それ

で、保健所に電話させてあげると、病院のほ

うで電話してもいいと、そういうのが本当に

優しい心遣いを持った対応だと思っているの

ですけれども、果たして本当に患者を追い返

すような、そういう対策でいいと思っている

かどうか、伺いたいと思います。

それから、患者が広範囲にわたった場合、

学校の設置者で休校にするかどうか判断する

と。それは、設置者は市長と、さっきお伺い

しましたけれども、市長は、判断する土台、

つまり、何校で何％の患者が出たとき、全市

内の学校を休校にするとか、そういう判断材

料を確立しておりますかどうか、そこを伺い

たいと思います。

２点です。

病院事務局長。○議長（馬場騎一君）

インフ○三沢病院事務局長（大澤裕彦君）

ルエンザに対する再々質問にお答えいたしま

す。

先ほど申しました、家に帰って電話してい

ただくという患者さんは、比較的元気な方

で、自分で帰れるような状況で、今、御質問

のあったような少し重症な患者さんにつきま

しては、対応する看護師も医者も当然そこの

臨時診療所に行きまして、当然診察はいたし

ますし、あと、別に設けてある臨時診療所で

控えなければならないような状況にあった場

合は、そういうところに連れていきまして、

当然こちらのほうから保健所に連絡して、症
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状に応じて対応するということです。

あくまで、家に帰って電話できる方という

のは、熱があっても、まだ少し健常な方で

あって、それよりも重い方は全部病院のほう

で対応しますので、よろしくお願いいたしま

す。

以上でございます。

教育長。○議長（馬場騎一君）

ただいまの再々質○教育長（横岡勝栄君）

問にお答えさせていただきます。

学校の設置者の判断ということで、どうい

う判断の基準があるのかということの御質問

だったと思います。

特にこの基準は設けられておりません。い

ずれにしても、季節インフルエンザと同じ

く、もちろん保健所、それから病院、学校

医、その方々ともしっかりと相談して、話し

合って判断を下すということでありますの

で、御理解賜りたいと思います。

以上で、６番藤田光○議長（馬場騎一君）

彦議員の質問を終わります。

この際、午後１時３０分まで休憩します。

午後 ０時１５分 休憩

────────────────

午後 １時３０分 再開

休憩前に引き続き、○議長（馬場騎一君）

会議を開きます。

ここで、議長を交代します。

議長を交代しまし○副議長（山本弥一君）

た。

それでは、一般質問を次に移ります。

７番天間勝則議員の登壇を願います。

市民クラブ天間勝○７番（天間勝則君）

則、通告に基づいて一般質問をさせていただ

きます。

その前に、議長のお許しをいただいて、こ

のたびのウェナッチ交流派遣事業が、新型イ

ンフルエンザの影響のため中止になりまし

た。この決定に対し、副市長を団長とする関

係職員の皆様に対し、その先見の明と決断に

対し、敬意と感謝を申し上げます。結果的に

よい決断だと思います。

また、機会がありましたら、子供たちの夢

を壊さないように、事業の再開ができること

を願っております。

それでは、通告どおり質問に入らせていた

だきます。

第１問、スポーツ振興についてでありま

す。

三沢市において、昨今、スポーツ大会、高

体連、その他各種目の競技大会が減ってきて

おります。大会が開催されることにより、経

済効果が見込まれるわけであります。県等関

係機関に、スポーツ振興の一環として、地元

開催を呼びかけていくことも急務だと考えま

す。

三沢市は、アイスアリーナの施設を保有す

ることにより、アイスホッケー等冬季スポー

ツは盛んなようであります。合宿等、他県か

らも利用者が多いようであります。このよう

に、専用施設があることにより、大きく三沢

市のスポーツ振興に貢献していると考えま

す。

そこで、夏季スポーツ振興の大きな目標と

して、プロ野球１軍公式戦の試合ができる球

場が三沢に設置できないか、検討・協議し

て、前向きに検討すべきだと考えます。

東北６県で、プロ野球の公式戦ができる球

場がない県は、青森県ただ１県であります。

地方で公式戦ができる条件として、入場者

数も一つであります。秋田県立球場を見ます

と、座席数１万５,０００席、外野芝生１万

人収容であります。１万５,０００席あれば

可能のようであります。もちろん、その他の

条件も必要になると思います。

また、三沢市には、三沢市の厚意により楽

天ボールパークのネーミングを持つ球場もあ

るわけであります。その楽天球場も、１軍公

式戦を、ぜひ東北６県をホームベースとして

公式試合を開催したいと言っております。そ

の試合を三沢市でできたらと考えますと、期

待に胸が膨らみます。

また、球場があることにより知名度も上が

り、さまざまな団体の野球の大会、子供たち



― 34 ―

のスポーツに対する関心、高校野球の向上、

そして、三沢市の経済の活性化等、さまざま

な分野に波及効果が期待できるわけでありま

す。

今から４０年前、球史に残る名勝負と今も

語り継がれている、三沢高校対松山商業の甲

子園決勝の延長１８回戦、再試合、伝説の試

合になっております。各地に参りますと、三

沢と言えば三沢高校対松山商業ですねと言わ

れます。その知名度、歴史からも、ある意

味、三沢市は野球の聖地ではないかという思

いであります。三沢市にこそプロ野球公式戦

開催公認球場がふさわしい立地だと思いま

す。このことを踏まえ質問いたします。

スポーツ振興を通じて、三沢市にさまざま

な波及効果を広げていくためにも、市民の声

も含めて、プロ野球１軍の公式戦が開催でき

る球場の改築、また、建設を推進していくべ

きだと考えますが、当局のお考えを伺いま

す。

続きまして、次に、地域商工振興について

であります。

このたびのプレミアム商品券は、地域商工

振興のため、各地で１０％のプレミアムがあ

る中、２０％のプレミアムつきということ

で、市民の方々には大変喜ばれているようで

あります。市民の声として、毎年継続してほ

しい声も上がっております。このことは、地

域商工振興に大いに貢献する一つだと考えま

す。

そういう中で、今回の議会に補正予算とし

て、プレミアム商品券発行事業として上程さ

れております。今年度中にもう一度、前回同

様、プレミアム商品券事業を行うというもの

であります。市民、商店の方々も、議決され

れば大いに喜ぶことと思います。

しかし、大型店と地元商店の消費の割合

が、大型店６５％、地元商店３５％の消費割

合であるようであります。ここは、もっと商

工会を中心に、商店の方々と協議をして、地

域密着の事業として、地元商店の消費割合を

高めるよう、地域活性の起爆剤になるよう努

力していただきたいと思います。

しかしながら、三沢市商業の環境は、厳し

い現状にあることは皆さんも御承知のことと

思います。

昨年１２月議会において、市長から答弁の

中に、市内に２７億５,５００万円、市内で

消費をしているということであります。その

大部分が建築、土木に対するウエートが高い

と思います。一般の商店は、１０円、２０円

からの商売をしているところもあるわけであ

ります。

その中で、市役所の中ではインターネット

で商品を購入しているようなことも耳にしま

す。確かに三沢市内では入手できない商品も

あるかもしれません。しかし、この厳しい現

状の中、三沢市内商店の方々に、地域商工振

興のためにも、地元商店消費推進に努めてい

ただきたいと思います。いわゆる地売地消で

あります。

昨年、三沢市のイベントの記念品でありま

す商品は、地元の商店から見積もりをとった

そうであります。その店では、国産品の見積

もりを出したそうです。しかしながら、発注

は十和田の業者だったと言います。その中身

は、国外の製品だったようであります。その

店長いわく、国外のものであれば、幾らでも

安価な商品はありますよと言っておりまし

た。いわゆる相談をしていただければ、予算

に合った商品も市内で確保できるのではない

かと思うわけであります。

少額であっても、地域商工振興、また、活

性につながると思うわけであります。どうか

その辺もよく考慮していただきたいと思いま

す。このことを踏まえ、質問いたします。

冒頭に述べましたが、プレミアム商品券

は、市民、また、商業関係の方々に大変な反

響であります。地域商工振興ために多大な貢

献があったと思います。市民の声として、来

年も継続してほしいと要望がございます。ま

た、地売地消の観点からも、継続すべきだと

考えますが、当局のお考えを伺います。

以上で、質問を終わります。御答弁のほど
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をよろしくお願いいたします。

ただいまの７番天○副議長（山本弥一君）

間勝則議員の質問に対する執行部の答弁を求

めます。

市長。

ただいまの天間議員○市長（種市一正君）

さんの御質問のうち、プレミアムつき地域商

品券については私から、その他については教

育長から答弁させますので、御了承願いたい

と思います。

プレミアムつき地域商品券は、既に御承知

のとおり、三沢市商工会が事業主体となりま

して、１,０００円券１２枚つづりを１万円

で２万冊販売をしたものであります。このプ

レミアムつき地域商品券は、市内の参加店、

事業所のみで使用可能なものであることか

ら、地域経済の活性化について一定の効果が

あるものと考えております。

この事業に関しては、平成２０年度の国の

第２次補正予算で創設された地域活性化・生

活対策臨時交付金を活用しまして、地域商品

券のプレミアム分と、事務費分の４,５００

万円を市から商工会に対し補助をして実施し

ているものであります。

さて、御質問の継続して実施すべきではな

いかとのことでありますが、先般、国におい

て、新たな地域活性化・経済危機対策臨時交

付金の追加経済対策が打ち出されたのであり

まして、当市においても、さきに実施してお

ります、このプレミアムつき地域商品券の発

行事業が、今のお話にありましたが、大変好

評であったことや、一定の経済効果といいま

すか、見られたことなどから、再度、今定例

会の一般会計補正予算（第２号）で追加提案

をさせていただいたところであります。

前回の事例を参考に、市民はもとより、市

内商工業者の皆様に喜んでいただけますよ

う、事業主体となる商工会とも相談しながら

進めてまいりたいと考えておりますので、よ

ろしくお願い申し上げます。

教育長。○副議長（山本弥一君）

議員さんの御質問○教育長（横岡勝栄君）

のスポーツ振興についてお答えいたします。

夏季におけるスポーツイベント、各種大会

の開催についてですが、近年においては、平

成１９年に第５８回北奥羽総合体育大会と全

国スポーツ・レクリエーション祭が、県内外

各地から多数の参加を得て開催されており、

大きな経済効果をもたらしております。

本年度は、第６４回市町村対抗県民体育大

会及び第３６回東北総合体育大会が開催され

ることになっており、同様の効果が期待され

るところであります。

冬季の各種大会については、三沢アイスア

リーナを会場に、昨年の冬季大会をはじめと

して、全国レベルの大会が恒常的に開催され

ておりますが、冬季・夏季に限らず、今後も

全国・東北レベルの大会を恒常的に開催でき

るよう努力してまいりたいと考えておりま

す。

議員さん御質問のプロ野球１軍の公式戦が

開催できるような施設の建設についてです

が、体育施設の整備・拡充は、行政としての

重要な役割であると考えております。しかし

ながら、財政状況が低迷している現状におい

ては、プロ野球１軍の公式戦可能な球場の建

設は極めて厳しい状況にあります。

このことから、野球場建設に関しまして

は、議員さんお考えの県との協議も視野に入

れながら、他施設についても、市民の皆様や

各種競技団体からのさまざまな要望に対し

て、その必要性を精査しながら検討を重ねて

まいりたいと考えております。

以上でございます。

７番。○副議長（山本弥一君）

再質問させていただ○７番（天間勝則君）

きます。

プレミアム商品券の件でありますけれど

も、このことは、今年度もう一度行うという

ふうなことは予定としてあるというふうなこ

とでありますから、理解をしております。

しかしながら、私の質問は、来年の話であ

りまして、来年、継続できるかというふうな

ことをお伺いしたいというふうなことであり
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ます。

もう一つは、東北各県、また、今回の県民

体育大会、それを行うということであります

けれども、やはり全体的に高体連の各種目、

中体連等が、いわゆる三沢での開催の競技が

少なくなっているという現状がございます。

そういったことで、県のほうと、これはやは

り協議していただく問題かなというふうに感

じております。

もう一つは、１軍の公式戦のできる球場で

ありますけれども、やはり野球が好きでなけ

れば、なかなか野球のほうには目を向けな

い。また、ゴルフをやらない人に、ゴルフ場

に行こうかと言ってもなかなか難しいという

ふうなこともあろうかと思います。やはり

トップであります市長さんの思いがあれば、

そういう方向にも行くのかなというふうに思

います。

きょう、野坂さんのほうからもありまし

た。アメリカ村が３０年前から構想を持っ

て、今ようやくそういうふうになろうという

ふうな、実現されるということは、いわゆる

３０年がかりでそういうふうになってきてい

るということで、やはり長い目で見ながら、

それをできるだけ短期間でやれる方法を探り

ながら、熱意と情熱を持ってやることによっ

て、将来、これが全くできない、不可能だと

いうふうなことではないかと思いますので、

これは市長さんのほうから、その熱意と、い

わゆる野球に対する思いと、そういったもの

を聞かせていただければと思いますが、よろ

しくお願いいたします。

答弁願います。○副議長（山本弥一君）

市長。

まず、二つの質問だ○市長（種市一正君）

と思います。

一つは、今、話があったように、スポーツ

の問題、熱意と情熱があるのかと。そのこと

については、当然ながら、次代を担う子供た

ち、あるいはまた、いろいろな歴史の中で、

野球等もそういう状況にあるわけであります

ので、さまざまなスポーツ熱といいますか、

そんなことを考えれば、当然ながらそういう

方向を目指したいと思っておりますが、しか

し、今、体育協会の傘下に３４の団体がある

と聞いておりますけれども、それなりにいろ

いろ希望があるようでありまして、さっきも

答弁されたようでありますが、そういう状況

も判断しながら、あるいは財政も考えなが

ら、何としても効率的にそのことを進めてい

かなければならないなと、そんな思いであり

ます。

それから、プレミアム商品券の関係であり

ますが、来年度ということでありまして、ま

だ来年度のことについては、具体的な案をま

だ示しておりませんが、いずれにしても、今

回の事業等も検証しながら、いろいろな団体

等からもお聞きいたして、それらのことを総

合して判断してまいりたい。

いずれにしても、１００年に一度の不況下

の中での対応でありますので、今後の対策と

してはどうあるべきかということも考慮しな

がら考えてまいりたい。

以上であります。

教育長。○副議長（山本弥一君）

スポーツ振興にか○教育長（横岡勝栄君）

かわる再質問にお答えさせていただきます。

今、議員さんの御質問、高体連、中体連、

例えばそういう大会誘致を県との協議で進め

ていったらどうかというお話でありました。

中体連にしても、高体連にしても、さまざ

まな会場を借りる場合に、地元とのさまざま

協議がありまして、特に、三沢市としては、

中体連、今回の中体連は、野球、バレー、剣

道、これは三沢市の会場になります。このほ

かテニス、テニスの会場も７面のコートを

しっかり整備してありますので、南山、大変

すばらしいコートなので、それからテニス、

サッカー、これも県との協議の中に話を進め

ております。

今回は、決定されたのは野球、バレー、剣

道でありますが、高体連も含めて、さまざま

誘致に努力していきたいというふうに思いま

す。御理解ください。
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以上で、７番天間○副議長（山本弥一君）

勝則議員の質問を終わります。

それでは、一般質問を次に移ります。

９番附田一議員の登壇を願います。

９番、無会派の附田○９番（附田 一君）

一でございます。通告に基づきまして質問さ

せていただきます。

まず最初に、教育行政のスクールニュー

ディール構想への対応についてお伺い申し上

げます。

このたびの国会において、経済対策の裏づ

けとなる補正予算が、去る５月２９日成立し

たところでございます。総額１３兆９,２５

６億円、新規国債発行額は１０兆８,１９０

億円と、いずれも過去最大とのことでありま

す。

このことについて、国会に提出すべく４月

２７日閣議決定した段階で、朝日、毎日新聞

は、将来の国民が困らないように財政規律が

あるが、その規律が大きく揺らぎ、財政運営

はかなりの危険水域に入っていると心配する

論調でありました。一方、読売、産経新聞

は、積極財政論のようでありました。

私は、すべてではありませんが、我が亡き

後に洪水来たれりの施策に見えてならなく、

日本経済新聞が言う景気が急速に落ち込む中

で、追加対策は必要だが、政府案には、ばら

まきになりかねない歳出も紛れ込んでいる。

国会では、中身を徹底審議し、必要に応じ、

与野党が協力して修正すべきの論に賛成であ

りました。結果的に、与野党の論戦はあった

ものの、原案どおりとなったところでござい

ます。

中身は、雇用、環境、エコ、子育て、医

療、インフラ整備等万般にわたっております

が、私は、その中にあります学校施設の耐震

化やエコ化、ＩＣＴ化などを推進するスクー

ルニューディール構想について、我が三沢市

は即応できるのか、いささか心配のところが

あり、質問申し上げるものであります。

と申しますのは、日本教育新聞が、そのコ

ラムにおいて、果たして買ってもらえるのか

心配だ。このところ文部科学省でこんな言葉

が交わされている。中央省庁特有の表現のよ

うだ。発端は、補正予算をめぐってのことで

あります。

一つだけピックアップして申し上げます

が、理科教育設備の整備費として２００億

円、本年度の本予算は２０億円だから、何と

１０倍という大盤振る舞いである。予算が成

立したとしても、設備費用がすべて賄えるわ

けではない。次は、市町村教育委員会が国の

予算に乗せた予算措置を講じるかどうかに係

る。地方公共団体も財政難で、すんなりいか

ない自治体もあろう。そこで、買ってもらえ

るかと不安げなのだとありました。

また、文部科学省大臣官房文教施設企画部

長も、国が予算化しても各自治体が導入を決

めなければ活用できないと言っております。

２１世紀の学校へ教育環境の整備をする、

安心・安全な防災拠点に太陽光発電導入など

のエコ化等々、うたい文句はいいものの、

買ってもらえるか、これでは、本当に心配し

て唖然とするしかありません。

しかし、決定した以上、失礼ながら国、県

から買ってくれと押しつけられること必至で

はないでしょうか。

ある中学校の先生いわく、新しい学習指導

要領が目指す学びを展開する上で、特にＩＣ

Ｔ環境の整備は、これまで期待されながら、

遅々として進んでいなかった。これで整備が

進めば大変うれしいと言っておりました。

そこで、三沢市としてどのように対応して

まいるのか、お伺い申し上げるものでありま

す。

次に、スクールソーシャルワーカーについ

てお伺い申し上げます。

小中学校における不登校、暴力行為等児童

・生徒の問題行動が極めて憂慮される状態に

あることは聞いて久しいのですが、教育上大

きな問題であり、現場の先生方の御労苦は大

変なものと察するところであります。

今、公共教育が危機の中にある。規範意識

をどうはぐくむか、学校現場は指導法に悩
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み、実効が上がらないのが現状だ。一方、保

護者は、学力向上に関心は高いが、生活習慣

や我が子のしつけには総じて関心が薄い。こ

れは、１年前のある新聞の社説の冒頭にあっ

た文言であります。

このような現状を踏まえ、小学校にはス

クールソーシャルワーカー、中学校には心の

教育相談員を配置していることと思います。

担当者からいただいた資料を見ますと、ス

クールソーシャルワーカーは、児童・生徒が

置かれたさまざまな環境へ働きかけたり、関

係機関等々のネットワークを活用して、問題

を抱える児童・生徒に支援を行うとありま

す。また、心の相談員は、生徒の悩み相談、

話し相手、地域と学校の連携の支援、その他

学校の教育活動の支援と、ほぼ同様の職務内

容が記されてあります。

スクールソーシャルワーカーの成果につい

ては、親や家庭とのよりよいかかわり方を探

ることができ、同時に、子供の悩みの背景に

ある生活上の問題を解決することができた等

５項目が列記されております。これらの成果

は、心の相談員も同様と思うところでありま

す。

現在、心の相談員は、全中学校に配置され

ております。それに引きかえ、スクールソー

シャルワーカーは、岡三沢小学校に配置のみ

であります。他の小学校の先生方から、我が

ほうにも配置いただければ大変助かるとの声

が寄せられておりますが、当然のことと思い

ます。

スクールソーシャルワーカーの成果は、前

述のとおりでありますが、活動記録を見ます

と、全校８１６名中３５名が支援対象児童と

なっております。中身は、不登校、いじめ、

友人関係の問題、家庭環境の問題等１１項目

にわたり、学校現場での深刻さが如実にあら

われております。

これらの問題を担当教員に任せておけば、

おのずから学級経営、そして学校経営に支障

を来すことは自明の理であります。これだけ

の児童が、これだけの問題を抱えていること

が問題であり、中学生になればさらに多くな

ることが予想されます。

そしてまた、このような実態は他の小学校

でも同様ではないでしょうか。我がほうにも

との声が出てくることは当たり前のことであ

ります。

幼稚園では遅過ぎる、人生は３歳までにつ

くられると言った方がおります。さすがにそ

こまでは家庭教育の問題でありますが、１年

生で既に授業中教室を歩き回る子がいるとか

であります。できるだけ早い時期に支援対象

児童に手を差し伸べる必要があると思うもの

であります。

さまざまな隘路があり、１校だけの配置と

なっていることと思いますが、三沢市の児童

・生徒が毎日楽しく学校に通学できるよう条

件整備をするのが行政の役割と思うところで

あります。

「世を研く基は人を育てるにある」であり

ます。ぜひ小学校全校にスクールソーシャル

ワーカーを配置すべきと思いますが、その考

えやいかにをお伺い申し上げます。

最後に、体育協会傘下団体の強化について

お伺い申し上げます。

昭和５２年に開催されたあすなろ国体を契

機に、青森県における体育施設の充実、そし

て、体育団体の強化が図られてきたところで

あります。三沢市においては、市民の森での

ホッケー競技、総合体育館でのバスケット

ボール競技が開催されました。

他市に比べ少し後発でありましたが、昭和

５７年１０月、教育委員会に体育課、現在の

市民スポーツ課が設置されております。

このようなことから、市民間における健康

づくりのための運動・スポーツ活動に対する

関心が、それ以前にも増して高まってきたこ

とは事実であります。

また、いわゆるチャンピオンスポーツにお

いても、毎年実施されておりますスポーツ奨

励賞授与式を見てとるとおり、優秀な成績を

残したたくさんの児童・生徒、そして、一般

競技者が表彰されております。私もその都
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度、式典に出席しておりますが、まことに頼

もしく、目を細めているところでございま

す。

この表彰されている子供たちは、すべてで

はありませんが、ひとり学校の教員が指導し

ているものではありません。中学校の部活

動、そして、スポーツ少年団の活動は、体育

協会傘下の各競技団体からの派遣、あるいは

ボランティアの指導者において成り立ってい

ることは、どなたも認めるところでありま

す。子供たちの健全育成のため、これら要請

はさらに高まることが予想されるところであ

ります。

１９７０年代、盛んに言われた学校教育と

社会教育の再編論、いわゆる学社一体論は聞

いて久しいのでありますが、今もって進んで

いないのが現状であります。いつかは欧米の

ようにクラブスポーツと思わせてから４０年

であります。

この議論に共通するのは、学校教育が、そ

の機能の一部を社会教育に移管することに

あったと記憶しております。中体連、高体連

の組織解体の問題もありますが、社会教育の

側に、それに対応する十分な施設、とりわ

け、指導者がいないのが現状であり、今もっ

て脱皮できずにいると理解するところであり

ます。

時に及びと言えばなんですが、国会での超

党派の議員連盟において、スポーツは国家戦

略とし、現行のスポーツ振興法は、国民の健

康を主眼としているが、アスリートの育成な

ど、競技力の向上を盛り込み、スポーツ庁構

想につなげたいとの報道がありました。一朝

一夕にはならぬと思いますが、大いに賛成で

あります。

さて、ある球技団体の重鎮から、三沢から

もっと優秀な選手を出したい。ゆえに、小中

学校にも大いに指導者を派遣したい。しかし

ながら、協会のかなめである事務局が個人の

家にあり、会議もその都度場所が変わる。何

よりも、大会等の準備に係る事務、その作業

がスムーズにいかず苦慮している。これで

は、会員相互の連携、そして、まとまりにも

欠け、指導者の育成・充実もおぼつかなくな

る。日体協の傘下団体がたくさん入居してい

る岸記念体育会館とまでは言わないが、三沢

市にも各体育団体が、いつでも、だれでも利

用できる会館が欲しいものであるとの意見が

寄せられました。

箱物行政への批判が高まる中であり、ちゅ

うちょの気持ちもありましたが、私も賛成で

ありましたので、申し上げるものでありま

す。

そこで、現状において、体育協会傘下団体

の強化については、各団体の自助努力はもち

ろんでありますが、行政としてどのような施

策を展開してまいったのか、そして、今後ど

のようなことを実施するのか、お伺い申し上

げます。

いま一つは、将来的に体育協会も法人化の

機運が高まることと思います。並行して、体

育会館の建設についても、前述の重鎮のみな

らず、関係者からその声が上がること必ずや

であります。中長期的展望に立ち、体育会館

の建設についての考えがあるのか、お伺い申

し上げます。

以上でございます。よろしくお願い申し上

げます。

ただいまの９番附○副議長（山本弥一君）

田一議員の質問に対する執行部の答弁を求め

ます。

市長。

ただいまの附田議員○市長（種市一正君）

さんの質問のうち、体育協会傘下団体の強化

については私から、その他については教育長

から答弁させますので、御了承願いたいと思

います。

まず、競技スポーツにおける選手の育成に

ついては、指導者の果たす役割が重要な要因

であるということは、多くの一流選手の経歴

が証明しているとおりであります。

当市においても、体育協会傘下団体や協会

に所属する会員が、独自の財源により、指導

者の育成や、講習会を受講し資格を得ている
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実態を考慮し、その経済的負担の軽減や、一

流選手や優秀な指導者を招聘しての教室や講

習会の開催による技術の向上、及び強化を目

的に平成４年度からスポーツ強化指導事業を

制定いたしまして、体育協会を通じまして、

各単位協会への強化補助金を交付しておるわ

けであります。

現在は、３団体が平成１９年度から２１年

度までの３年間の指定を受けまして、強化事

業を行っておりまして、制度開始以来現在ま

で２８団体がその指定を受けておりまして、

その成果は、各団体それぞれに違いはありま

すけれども、着実に効果を上げているものと

思っております。

今後は、体育協会との連携を密にし、強化

事業のための財源を確保すべく努力してまい

りたいと考えております。

また、各協会事務局が活動の場所として利

用できる施設の設置についてでありますけれ

ども、協会については、事務局を１カ所に集

約するよりも、活動拠点となる施設内での運

営を図る方が利便な場合もあり、今後、各協

会事務局からの意向も調査した上で検討して

まいりたいと、このように考えておるわけで

あります。

なお、各協会においては、事務局が保管す

る資料の引き継ぎなどがうまくいかず、古い

記録が保存されていない団体もあることか

ら、資料の保管場所として、学校統廃合によ

りましてあいている余剰施設もあるわけであ

りますので、この辺の有効活用も含めて調整

してまいりたいと、こんな思いであります。

御理解を賜りたいと思います。

教育長。○副議長（山本弥一君）

教育行政の１点○教育長（横岡勝栄君）

目、スクールニューディール構想への対応に

ついてお答えいたします。

学校教育環境の整備につきましては、大変

重要な施策であると認識しております。この

たび、文部科学省が経済危機対策として施行

いたしました学校施設における耐震化、エコ

化、ＩＣＴ・情報通信技術化などを一体的に

実施するスクールニューディール構想が、大

規模な補正予算事業として注目を集めている

ところであります。

議員さん御指摘のとおり、ＩＣＴ化につい

ては、学校現場が待望している事業であり、

次世代の子供たちをはぐくむ取り組みとして

大いに期待されているところであります。

さて、今回、スクールニューディール構想

に盛り込まれた学校ＩＣＴ環境整備事業は、

電子黒板、地上デジタルテレビ、学校のコン

ピューター、校内ＬＡＮを補助率２分の１で

整備できる文部科学省の補助事業でありま

す。

議員さん御承知のとおり、当市における学

校ＩＣＴ化については、以前から文部科学省

より補助率の高い防衛省の補助を活用して、

まずは子供たちの教育用コンピューターを計

画的・継続的に整備しているほか、一部の学

校では、既に校内ＬＡＮや地上デジタルテレ

ビが導入されている状況にあります。

今後におきましても、地上デジタルテレビ

の整備等、次世代を担う子供たちが早い段階

からＩＣＴに触れ、活用することを通じて、

学力向上が図られるように、また、当市の学

校教育の情報化推進に向けて、学校教育現場

の意見を聞きながら慎重に協議をし、学校Ｉ

ＣＴ化の充実を図ってまいりたいと考えてお

ります。

以上でございます。

次に、教育問題の２点目、スクールソー

シャルワーカー事業についてお答えいたしま

す。

議員さん御指摘のとおり、小学校において

も、いじめ、不登校等問題は多岐にわたって

おります。問題行動の状況や背景には、児童

・生徒の心の問題とともに、家庭状況や友人

関係、子供の置かれている環境の問題があ

り、それらが複雑に絡み合っているケースが

ほとんどであります。

教育委員会といたしましては、文部科学省

の委託事業の一つでありますスクールソー

シャルワーカー事業を、昨年度、岡三沢小学
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校において実施してまいりました。心に悩み

を抱える児童に対しては、適切な支援をし、

また、保護者や教職員に対しては、状況に

合ったアドバイスや情報提供を行ってまいり

ました。

しかし、この事業は、国からの補助が全額

から３分の１に減額されたことを受け、今年

度、青森県では委託を受けないことになりま

した。そのために、昨年度からの継続支援の

必要な児童のために、スクールソーシャル

ワーカーにかえて、本市が行っているスクー

ルサポーターとして配置したところでありま

す。

御存じのとおり、スクールソーシャルワー

カーとスクールサポーターの子供に対するか

かわり方が微妙に違います。スクールソー

シャルワーカーは、専門的な知識及び経験が

必要なため、人材確保が難しい状況にありま

す。今のところ、市の教育センターの活用と

あわせ、スクールソーシャルワーカーの人材

確保にも努めながら、対応を考えてまいりた

いと思います。

以上でございます。

９番。○副議長（山本弥一君）

再質問させていただ○９番（附田 一君）

きます。

ＩＣＴ化の対応はわかりましたけれども、

ニューディール構想について、たくさんのメ

ニューがあるのですけれども、ＩＣＴ化も防

衛の補助のほうがいいということですので、

よそのメニューについても我がほうは手を挙

げないのか、挙げるのか、それがまず１点で

す。

それから、スクールソーシャルワーカーの

件ですけれども、県のほうが補助金が３分の

１になったのでやめたと。したがって、うち

もやめた。サポーターのほうに置きかえて、

１名配置ということですけれども、スクール

ソーシャルワーカーの年間予算とサポーター

の予算は幾らで、いかほどの差異があるの

か、その辺がわかればお願いしたいと思いま

す。

また、スクールサポーターは、我がほうで

やっているサポーターということですけれど

も、独自でやっているサポーターはよろしい

のですけれども、いつからやっているので

しょうか。

以上です。よろしくどうぞ。

答弁願います。○副議長（山本弥一君）

教育長。

ただいまの再質問○教育長（横岡勝栄君）

にお答えさせていただきます。

まず第１点目、このスクールニューディー

ル構想、すなわち、学校施設における耐震

化、エコ化、ＩＣＴ化等さまざまなメニュー

がございました。例えば、公立学校施設にお

ける耐震化にかかわるメニュー、それから、

私立学校も同じなのですが、そのほかに、先

ほど申し上げました地上デジタルテレビ、そ

れから電子黒板、すなわち、電子情報ボード

という電子黒板のことであります。それから

学校のコンピューター、校内ＬＡＮ、今のと

ころニューディール構想の低炭素革命の中に

含まれているのは、今、話したことでありま

す。

そのほかに、もっともっと幅を広げていく

と、底力発揮・２１世紀型インフラ整備とい

うふうになっていくのですが、ニューディー

ル構想の中では、今申し上げたメニューであ

ります。

これをどういうふうに進めていくのかとい

う御質問でありましたが、例えば電子情報

ボード、これは御存じのように、新聞で報道

されました六ヶ所では、各学校に導入したと

いうことであります。これは１台２００万

円、補助は７０万円が限度と言われておりま

す。六ヶ所は、補助なしで、村費で各学校に

導入したということであります。

この電子情報ボード──電子黒板は、今の

ところ、今、出回って、買え買えと言われて

いるものは、画面が６５インチ、すなわち、

およそ１メーター６５センチの大きさという

ふうに言われています。それに、パソコンと

セットになって、インターネットへ接続して
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使うということであります。

三沢市では、まだこの電子黒板は考えてお

りません。それよりも、さっき話をした、子

供たち一人一人の、ハンディを抱えている子

供たちを、もっともっと人をいっぱい学校に

送り込んで、充実した学校生活を送ってもら

いたい。そちらのほうにお金をかけたいなと

いうふうに思っています。

しかし、ニューディール構想は、防衛９条

を活用して、もっともっと、もちろん子供た

ちの情報化のために進めていきたいと、こう

いうふうに思っております。

それから、予算の件なのですが、スクール

ソーシャルワーカーの場合は、年間およそ４

８万円でした。年間４８万円。保険とかさま

ざま入れまして５５万円ということになって

いるのですが、報酬は４８万円だったと思い

ます、年間です。

スクールサポーターの場合は、市当局で大

変御努力していただきまして、今年度４名追

加していただいて、合計で１３名になりまし

た。報酬の場合は、予算は１人およそ７８万

円です。年間です。スクールサポーターのほ

うはそういうふうになっております。

それから、いつからスクールサポーターを

始めたのかということであります。スクール

サポーターは、実際に始めたのは、３名から

始めたのが今から４年前でした。それから毎

年少しずつふやしていただいて、現在１３名

ということで、４年目を迎えたということで

あります。

以上でございます。

９番。○副議長（山本弥一君）

わかりました。○９番（附田 一君）

４８万円ですから、ソーシャルワーカーの

場合は、人材確保に難があるということです

けれども、私は、スクールサポーターでも全

校に配置すべきだと。仕事内容は、専門的な

それが必要かもしれませんけれども、そんな

に変わらないと思いますので。

今、予算を聞きましたら、４８万円と７８

万円ということで、サポーターさんのほうが

高いのですよね、これはちょっとおかしいな

と思います。専門的ななにを持った人が４８

万円で、それより仕事の内容が軽減されてい

る人のほうが、時間が違うかもしれませんけ

れども、この辺はよろしいのですけれども。

報告書を見ますと、ソーシャルワーカーの

活動履歴からすると、非常に効果がある、助

かるという報告書があるのですね。ですの

で、私は、全校にという思いで言ったのです

けれども、教育長の考えとして、やっぱりこ

こで全校に置くべきだと、予算措置も必要だ

と、そういう強い意思とか、その辺を伺いた

いですね。

それで、それはもうわかっていると思いま

すけれども、いわゆる去年の１０月の段階、

１２月の段階で、財政当局と、こういういい

のがあるので、あと１校、２校、県の補助金

がなくなるのだけれども、独自でやりたい、

そういう予算要求はしましたでしょうか。

以上でございます。よろしくどうぞ。

答弁願います。○副議長（山本弥一君）

教育長。

ただいまの議員さ○教育長（横岡勝栄君）

んの再々質問にお答えさせていただきます。

まず第１に、予算要求を早目に、当初予算

に上げるべく話したのかということでありま

す。

実は、これも私たち、正直に言いまして、

やきもきしました。県に、継続するのか否か

ということで、何回も問い合わせをしたので

す。

実は、このスクールソーシャルワーカー、

青森県で手を挙げたのは２５市町村、２５校

です。三沢市もいち早く、全額国の予算とい

うことで、いち早く手を挙げて、上北管内で

は３校です、三沢市はもちろん１校ですが。

そして採用されたのです。青森県では２５

校。

ところが、これが、国の補正がどうだこう

だ、当初予算がどうだこうだと、延び延びに

なりまして、そして、なかなか、もう打ち切

りらしいぞという情報は入っているのです
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が、文書が来ないのです。文書が来たのが、

ここに持って、とじてあるのですが、こうい

うふうに来ていました。

三沢市教育委員会殿というわけで、県の教

育長、学校教育課長から、スクールソーシャ

ルワーカー活用事業の終了についてという通

知が来たのです。この通知は、平成２１年３

月３日です。ですから、当初予算どころか、

これまで私たちも継続すべきか否か、国はど

うなって、県はどうなっているのかと何回も

問い合わせしたのです。ところが、来たのが

３月３日です。この日付で、私たちに届いた

のはもっと二、三日後です。

そういうことで、これでは大変だというこ

とで、実は、市長さんにお願いして、スクー

ルソーシャルワーカー、これはもう間に合わ

ないので、スクールサポーター事業として募

集いたしますので、何とかということでお願

いして、スクールサポーターとして採用して

いただいたという経緯です。これが、そうい

うことです。

それで、スクールサポーターを全校に置く

気がないかどうかというお話でした。

実は、ついでにここで話しておきたいこと

は、このスクールサポーターの重要性は何か

というと、これは何人かの先生方に、過去に

質問がありまして答弁させていただいたので

すが、現在、通常学級、普通の学級に在籍す

る子供たちの中で、こんな表現して大変申し

わけないのですが、ＬＤという学習障害の子

供、それから、これも大変申しわけない言葉

になるのですが、ＡＤＨＤ、すなわち注意欠

陥多動性障害という子供、それから高機能自

閉症の子供たち、こういう子供たちがどこの

学級にもいるのです。すなわち、授業が始ま

ると、さっき小学校１年生の、１年生から動

いているという話がありましたね。ですか

ら、スクールサポーターにお願いして、その

１対１に、その授業についてもらっているの

です。

ですから、このスクールソーシャルワー

カー、この仕事も大変大事です。大事なのだ

けれども、それよりも、今、子供たち一人一

人、その授業についていけない子供、動く子

供、その人たちをしっかりサポートしながら

はぐくませると、授業についていけるように

努力してもらうと、そのスクールサポーター

が欲しいのです。

ですから、今回は、ソーシャルワーカーが

必要ではないということではありません。絶

対にこれも必要です。絶対に必要です。で

も、今のところ、スクールサポーターはもっ

ともっと必要だということです。

よって、次年度の話をしてはなんですが、

今、学校の実態を見ると、スクールソーシャ

ルワーカーではなくて、あと何人か、もし予

算ができればスクールサポーターをお願いし

たいなという気持ちでおります。

以上でございます。

以上で、９番附田○副議長（山本弥一君）

一議員の質問を終わります。

それでは、一般質問を次に移ります。

４番加澤明議員の登壇を願います。

市民クラブの加澤明○４番（加澤 明君）

です。

通告の質問の前に、議長のお許しを得て一

言申し上げます。

午前中の藤田議員の質問と関連する部分が

ありますので、私なりに簡潔に質問させてい

ただきますので、御了承をお願いいたしま

す。

それでは、質問いたします。危機管理につ

いて。

最近は、北朝鮮の弾道ミサイル実験、さら

に、核実験及びミサイルの発射実験などと北

朝鮮問題は非常に危機感を抱かざるを得ない

問題です。

また、メキシコで発生した新型インフルエ

ンザも、国内感染が確認され、秋にもさらな

る流行の兆しを注意しなければならないと聞

いております。

これらのことは、危機感を持って行政は対

処すべきと考えます。特に、テレビ、新聞な

どは、毎日のように、新型インフルエンザ、
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北朝鮮問題が取り上げられ、基地がある三沢

市にとっては、北朝鮮問題はほかの市町村よ

り敏感にならざるを得ません。

また、当市は、国際色豊かなまちであり、

観光の玄関口でもあります。各方面から観

光、出張に来られる方も多く、この新型イン

フルエンザも他人事ではありません。

そこで、お伺いいたします。行政は、この

二つの問題に対して、今後どのような対応を

考えているのか、そして、対応マニュアルを

作成しているのか、お伺いいたします。

２点目、出産費用について。

２１年第１回定例会で、市長は、安心して

子供を生み育てることができる施策が求めら

れているという答弁がありましたが、そこ

で、質問いたします。

現在、三沢市では、出産前の妊婦健診や児

童保育事業などは、大変力を入れて、充実し

てきていると思いますが、出産時の費用につ

いては、休日、夜間の出産の場合、割り増し

費用になると聞いています。これが今の若い

妊婦さんには大変負担になっているようで

す。

生まれてくる子供は、日時を指定して生ま

れてくることはできません。妊婦さんが少し

でも安心して出産できる環境をつくれば、少

子化問題や三沢市定住促進にもつながるので

はないでしょうか。三沢市在住の妊婦さんの

出産についてだけでも、割り増し費用が発生

した場合、市で補助する考えがないのか、お

伺いいたします。

最後に、教育問題について。

当市の教育環境は、郷土色を生かしたすば

らしい教育だと思います。特に、英語教育に

は力を入れ、先日は、文部科学省の英語教育

改善のための調査・研究事業に、市内の小中

学校全１３校が指定校に認定されるなど、当

市の取り組みが高く評価されたものだと思い

ます。

しかし、私は子供の将来のために、学校の

学習能力や体育能力の向上だけでなく、体験

から得られる刺激による感性能力の向上も大

切な教育だと思います。大人の私たちも、子

供の考えを理解できないこともたくさんあり

ます。また、子供も、大人の考えを理解でき

ないこともたくさんあると思います。

そこで、地元には地元のすばらしい文化や

産業があります。これらを知ってもらいなが

ら、地元の農・漁業者や商店事業者、また、

商工会などと連携して、小中学生の体験学習

の機会や時間をふやして、子供たちの心で感

じ取る力を向上させていく考えがあるのか、

お伺いいたします。

以上、よろしくお願いいたします。

ただいまの４番加○副議長（山本弥一君）

澤明議員の質問に対する執行部の答弁を求め

ます。

市長。

ただいまの加澤議員○市長（種市一正君）

さんの御質問のうち、危機管理についての北

朝鮮に関する御質問については私から、その

他については教育長及び関係部長から答弁さ

せますので、御了承願いたいと思います。

まず、北朝鮮の問題に関しては、議員さん

のお話にもありましたように、去る４月５日

の飛翔体の発射、また、５月２５日には地下

核実験の実施、短距離ミサイル発射などの報

道がなされたところであります。

特に、大きな問題となりました４月５日の

飛翔体の発射につきましては、３月１２日、

北朝鮮当局が期間を指定しまして、日本海及

び太平洋の一部に危険区域を設定した旨を内

容とする内閣官房長官コメントが、北朝鮮関

連情報として発信されたことを受けまして、

当市では対応を開始したわけであります。

その内容といたしましては、３月１３日か

ら、三沢市国民保護計画に基づいた担当課体

制を実施するとともに、部長級職員による連

絡調整会議を開催して、ミサイル発射事態対

応マニュアルに基づきまして、職員の初動体

制や情報伝達体制の再確認、あるいは市民に

対する事前・事後の情報提供の方法などを協

議しまして、県との連携を図りながら、マッ

クテレビ等でその情報提供を行ったところで
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あります。

また、今年度からは、市民に対する情報提

供の迅速化を図るために、国が直接三沢市の

防災行政無線を起動し、瞬時に緊急警報を伝

達することができる全国瞬時警報システムの

整備や、防災情報を携帯電話に配信する三沢

防災メールサービスの運用を開始することに

いたしておるわけであります。

また、危機管理に対する取り組みといたし

ましては、これまでの三沢市地域防災計画や

三沢市国民保護計画に加え、社会環境の複雑

・多様化等によりまして、人への感染症の被

害や、あるいは環境汚染などのさまざまな事

態を危機ととらえ、平時の備えや危機発生時

の態勢等、基本方針を決めた、いわゆる三沢

市危機管理指針の策定作業を開始したところ

であります。

いずれにいたしましても、これらの問題

は、市独自の判断で行動することが難しい問

題でありますので、国、県及び関係機関との

連携を図りながら、市民が安心して生活でき

るよう、さまざまな危機に関する計画の周知

や、あるいは危機に関する情報の提供を行っ

てまいりたい、このように考えておりますの

で、御理解をいただきたいと思います。

健康福祉部長。○副議長（山本弥一君）

危機管理○健康福祉部長（米田光一郎君）

についての御質問のうち、新型インフルエン

ザ対策についてお答え申し上げます。

今回の新型インフルエンザは、メキシコで

豚インフルエンザの人への感染、人から人へ

の感染拡大、そして、ＷＨＯの新型インフル

エンザ発生宣言、このような経過をたどり、

発生を懸念されていた高病原性鳥インフルエ

ンザが変異しての新型インフルエンザとは性

格が異なる新型インフルエンザの発生と感染

拡大であります。

国では、策定済みの新型インフルエンザ対

策行動計画や各対策ガイドラインでの各段階

別対応を適宜、変更し、また、基本的対処方

針も打ち出し、水際での対応及び国内での対

応を行ってきております。

青森県では、ＷＨＯの新型インフルエンザ

発生宣言を受け、県知事を本部長とする青森

県新型インフルエンザ対策本部を設置し、各

部局が連携して、県民への情報提供や新型イ

ンフルエンザ医療相談センターの設置によ

る、感染の疑いのある者の健康観察を実施し

てきております。

三沢市でも、県からの情報を受け、ＷＨＯ

による新型インフルエンザの発生宣言がなさ

れた４月２８日に連絡調整会議を開催し、現

状の確認、現段階での対応等を協議し、マッ

クテレビでの個人予防対策や相談体制の周知

を開始いたしました。

その後も、県との連携及び意見交換をもと

に、市内小中学校、社会福祉施設等で予防対

策の周知、チラシ、ポスター等での個人予防

対策の周知等を実施したほか、市内小中学校

は、発熱等での健康観察等を実施するととも

に、三沢市新型インフルエンザ相談窓口を保

健相談センターに設け、５月１３日には、三

沢市新型インフルエンザ対策本部を設置し、

対応体制の強化を図ったところであります。

そのほか、今後の県内発生に備え、手指消

毒剤や施設利用者用マスク、感染防護衣の確

保にも努めてまいってきております。

また、市としての新型インフルエンザ対策

として、担当部署等の行動の指針を定めた三

沢市新型インフルエンザ対策計画を作成し、

現在は、この対策計画を基本として、適宜、

対応できるように準備を図っております。

しかしながら、感染症対策はもちろんです

が、この新型インフルエンザ対策につきまし

ても、市独自の判断で行えるものは限られて

おります。広く上十三地域や県全体として対

策を実施することが肝要であり、市として

は、市の特性を踏まえ、市民の皆様の混乱や

不安を招かないため、また、適切な対応をし

ていただくための対策を、さらには、保健所

で作成中であった対策マニュアルが確実に実

践できる市の体制づくりが求められておりま

す。

このことから、今後とも県の連携により、
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市民の皆様が安心できるよう諸対策を行って

まいりたいと考えております。

次に、出産費用についての御質問にお答え

します。

当市では、議員さん御承知のとおり、安心

して子供を生み育てることができるような、

さまざまな施策を行ってきているところであ

ります。

その中の一つとして、本年４月から、妊婦

さんに安全に、そして、安心して子供を出産

していただけるよう、妊婦健康診査費用の公

的助成を１４回に拡大したところでございま

す。

この妊婦さんたちの休日や夜間に出産した

場合の割り増し料金を市として助成できない

かとの御質問でございますが、平成２０年度

の三沢市の妊婦さんの出産件数は４９４件で

あります。これについて御説明しますと、市

立病院での出産１９７件、それ以外の県内医

療機関での出産２３６件、県外での出産６１

件となっております。

そして、この各医療機関における時間外の

割り増し料金は１万円から３万円程度、休日

や深夜の割り増し料金は２万円から５万円程

度と大きな開きがございます。分娩費用全体

でも３６万円から５０万円程度と、これまた

大きな違いがございます。

さらに、各保険者による出産費用の給付状

況を見ますと、給付額は、各保険者とも、産

科医療保険制度加入の医療機関での出産の場

合、３８万円の給付が受けられることになっ

ております。自衛隊の方が加入している防衛

省共済組合や公立学校共済組合等での被保険

者の方、その家族の場合は、出産付加金や家

族出産費付加金がさらに上積みで給付される

ことになっており、その給付額も２万円から

５万円と大きな違いがございます。

このような医療機関、保険者の条件の違い

に加えて、現在、国において、ことしの１０

月から、少子化対策の一環として、出産一時

金を４２万円に引き上げるとともに、この一

時金を保険者が医療機関に直接支払う仕組み

を導入することで、費用のことを心配せずに

出産できる体制を整備するような検討が現在

なされております。

これらの状況を踏まえ、出産費用の割り増

し分の公的助成につきましては、妊婦健康診

査の公的助成も含め、今後の国の方針等を見

きわめた上での研究課題とし、その上で、妊

婦さんが安心で安全な出産をしていただくた

めにはどのような仕組みが公平で、どのよう

な助成が望ましいかを検討してまいりたいと

考えております。

以上であります。

教育長。○副議長（山本弥一君）

議員さんの御質問○教育長（横岡勝栄君）

の教育問題であります、子供の感性を育成す

るための体験的学習についてお答えいたしま

す。

各学校におきましては、変化の激しい社会

を担う子供たちに、必要な力として、基礎・

基本を確実に身につけ、いかに社会が変化し

ようと、みずから課題を見つけ、みずから考

え、主体的に判断し、よりよく問題を解決す

る資質や能力、みずからを律しつつ、他人を

思いやる心や感動する心などの豊かな人間

性、いわゆる生きる力の育成に鋭意取り組ん

でいるところであります。

その生きる力を支えているのが、学力と健

やかな体と、議員さんが大切であると御指摘

の豊かな心であります。

特に、知的好奇心や探求心を持って主体的

に学習に取り組むという資質や能力を育成す

るためには、体験的な学習を通して授業を展

開していくことが必要なことであり、これま

で総合的な学習の時間において行われてきた

自然体験や社会体験、生産活動などの体験活

動を取り入れた学習のあり方は、特定の教科

等にとどまらず、学校教育全体を通じて、今

後、ますます重視する必要があります。

三沢市内の各学校におきましては、このこ

とを十分踏まえ、これまでもさまざまな取り

組みがなされてきました。

例として挙げれば、小学校におきまして
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は、仏沼の観察、太平洋沿いの松林などの自

然を活用した学習、地域の方を講師に招いて

の伝統文化の体験学習など、中学校におきま

しては、講師を招いての、ふるさと発見講話

会、農業体験学習、職場体験学習などの学習

が実施されているところであります。

今後、教育委員会といたしましても、新教

育指導室の学校訪問などの機会を通して、地

域の自然、人材、施設・設備を生かした、さ

らなる取り組みの充実を図り、子供たちの社

会性や豊かな人間性をはぐくむため、その発

達の段階に応じた活動を推進していくよう、

引き続き支援していきたいと考えておりま

す。

以上でございます。

４番。○副議長（山本弥一君）

執行部の方々の大変○４番（加澤 明君）

な努力、聞かせていただきました。

何点か再質問させていただきます。

まず、危機管理についてですが、今、市民

の方は、ニュースや新聞などで、先ほども申

しましたが、情報が行政から入る部分より、

報道から周知する部分が多々、多いと思いま

す。備えあって憂いなし、やはり何か起きて

から、何かが動いてから、それから周知徹底

するのではなく、事前に、マニュアルも今、

危機管理などを作成しているということも答

弁がありましたが、できれば、それができ次

第、市民の方々に、マックテレビでも広報に

でも載せて、でき次第、早急に執行部のほう

で明らかにする考えがあるのか、再度お聞き

します。

それから、教育問題なのですが、私は学校

の学習能力の向上や体育能力の向上というの

は、なくてはならないものだと思います。

しかし、今の子供たちは、どうしても学校

に行けば勉強、家に帰れば塾に行ったり、

ゲームをしたり、なかなか人と触れ合う、大

人と触れ合う機会がありません。それが、中

学校を卒業して、高校に進学しない子供、ま

た、高校を中退する子供、心が育たないまま

に、そういう状態になっておりますので、な

かなか社会のことについていけない。しか

し、情報は、大人より早く今の子供たちには

入るようになっています。

やはり教育というのは、子供たちがわかる

前に大人が理解して、そういう体験の場をつ

くって、いつ、どこでも対応できるような心

の強さを持つ機会を与えてあげたいのです

が、それは、やはり大人の社会を少しでも多

く見てもらうことが、私は心の教育につなが

るのではないのかと、また、強い心を持つ力

になるのではないかと、そう思います。

今、中学生などは、農業体験学習とか、い

ろいろ各種やっておりますが、非常に、まだ

まだ社会の中に溶け込んだ授業というのは少

ないと思います。これを何とか三沢市で独自

に、農業、漁業、商業、いろいろな事業があ

りますので、それをもっと身近に子供たちに

理解してもらって、大人の仕事のつらさだと

か、そういうものをもっと理解してもらって

育ってほしいのです。英語教育もそうなので

すが、体育の時間もそうなのですが、そうい

う時間を１時間でも、年１時間でもいいです

から、そういう時間をふやしていってもらえ

ないか、もう一度お伺いいたします。

答弁願います。○副議長（山本弥一君）

総務部長。

先ほどの答弁の○総務部長（工藤智彦君）

中で御答弁申し上げました、三沢市危機管理

指針につきまして再答弁させていただきま

す。

この指針ができましたら、広報紙等により

ます公表については検討してまいりたいとい

うふうに考えております。よろしくお願いい

たします。

健康福祉部長。○副議長（山本弥一君）

三沢市新○健康福祉部長（米田光一郎君）

型インフルエンザ対策計画につきましては、

既に完成しておりますので、何らかの方法

で、マックや広報等を通じて、市民の方々に

その概要だけでも周知するように取り計らい

たいと考えております。

以上であります。
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教育長。○副議長（山本弥一君）

ただいまの議員さ○教育長（横岡勝栄君）

んの再質問にお答えさせていただきます。

議員さん、ただいま話されました大人の社

会を少しでも多く見てもらう、心の強さを育

てることなのだ、こういうことは、さまざま

な体験活動を通して、結論的には豊かな心を

育てていく、つまりは、感性能力を高める、

これが議員さんのお話しされていることだと

思います。１００％大賛成でありますので、

少しでも多く子供たちの体験活動が必ず実現

されるよう、多く実現されるよう、学校現場

に働きかけてまいりたいと、こういうふうに

思います。

以上でございます。

以上で、４番加澤○副議長（山本弥一君）

明議員の質問を終わります。

─────────────────

本日は、これを○副議長（山本弥一君）

もって散会いたします。

なお、明日も引き続き、一般質問を行いま

す。

午後 ３時００分 散会


